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石
頭
和
尚
、
吉
州
思
和
尚
に
嗣
ぐ
。
南
嶽
に
在
り
。
師
諱
は
希
遷
、
姓
は
陳
、
端
州
高
要
の
人
な
り
。
在
孕
の
時
、
母
は
羶
穢
を
絶
ち
、
誕
に
及
ぶ
の
夕
、

満
室
の
光
明
あ
り
。
父
母
は
恠
異
し
、
巫
祝
に
詢
え
り
。
巫
祝
曰
く
、
斯
れ
吉
祥
の
徴
な
り
、
と
。

　
風
骨
端
秀
に
し
て
方
頤
大
耳
、
専
ら
静
に
し
て
雑
ら
ず
、
凡
童
に
異
な
れ
り
。
年
哺
め
て
齠
齔
に
及
び
て
、
将
て
仏
寺
に
詣
り
、
尊
像
を
見
る
。
母
氏
は

礼
せ
し
む
。
礼
し
已
っ
て
曰
く
、
斯
れ
仏
な
り
、
と
。
師
も
礼
し
訖
っ
て
瞻
望
す
る
こ
と
之
を
久
し
う
し
て
曰
く
、
此
れ
蓋
し
人
な
り
。
形
儀
手
足
、
人
と

な

奚
ぞ
異
な
ら
ん
。
苟
し
く
も
此
は
是
れ
仏
な
ら
ば
、
余
も
当
に
焉
と
作
る
べ
し
、
と
。
時
の
道
俗
は
咸
な
斯
の
言
を
異
と
せ
り
。
親
黨
の
内
多
く
淫
祀
を
尚

び
、
率
ね
皆
な
宰
犢
し
て
以
て
福
祐
を
祈
る
。
童
子
は
輙
ち
林
社
に
往
き
て
、
其
の
祀
具
を
毀
ち
牛
を
奪
い
て
還
る
。
歳
の
数
十
に
盈
ち
て
悉
く
之
を
寺
に

巡
ら
せ
り
。
是
れ
よ
り
親
族
は
益
す
浄
業
を
修
め
た
り
。
時
に
六
祖
正
に
眞
教
を
揚
ぐ
。
師
は
世
業
新
州
に
隣
接
す
。
遂
に
往
き
て
礼
覲
す
。
六
祖
は
一
見

し
て
欣
然
た
り
。
再
三
頂
を
撫
し
て
之
に
謂
い
て
曰
く
、
子
は
当
に
吾
が
眞
法
を
紹
ぐ
べ
し
、
と
。
之
が
与
に
饌
を
置
き
、
勧
め
て
出
家
せ
し
む
。
是
に
於

い
て
落
髪
し
て
俗
を
離
る
。
開
元
十
六
年
、
羅
浮
山
に
具
戒
せ
り
。
略
ぼ
律
部
を
探
り
、
得
失
紛
然
た
る
を
見
て
乃
ち
曰
く
、
自
性
清
浄
、
之
を
戒
体
と
謂

う
。
諸
仏
は
無
作
、
何
の
有
か
生
ぜ
ん
。
池
れ
よ
り
小
節
に
拘
せ
ず
、
文
字
を
尚
ば
ず
。

　
肇
公
の
涅
槃
無
明
論
に
、
万
象
を
覧
て
以
て
己
と
成
す
者
は
其
れ
唯
だ
聖
人
の
み
な
る
か
、
と
云
う
を
読
む
に
因
り
て
、
乃
ち
歎
じ
て
曰
く
、
聖
人
は
己

無
く
し
て
己
な
ら
ざ
る
所
靡
し
。
法
身
は
無
量
、
誰
か
自
他
を
云
わ
ん
。
円
鏡
は
虚
し
く
其
の
間
を
鑑
し
て
、
万
象
は
躰
玄
に
し
て
自
ら
現
ず
。
境
智
は
眞

に
一
、
孰
か
去
来
を
為
さ
ん
。
至
れ
る
か
な
斯
の
語
や
。

　
尚
お
山
舎
に
於
い
て
仮
寐
し
、
夢
に
吾
が
身
の
六
祖
と
同
じ
く
一
亀
に
乗
り
て
、
深
池
の
内
に
游
泳
す
る
を
見
た
る
が
如
し
。
覚
し
て
詳
か
に
し
て
曰
く
、

亀
は
是
れ
霊
智
な
り
、
池
は
性
海
な
り
。
吾
は
師
と
同
じ
く
霊
智
に
乗
り
、
性
海
に
遊
ぶ
こ
と
久
し
、
と
。



八
六

　
六
祖
遷
化
せ
し
時
、
師
問
う
、
百
年
後
、
某
甲
は
什
摩
人
に
か
依
ら
ん
。
六
祖
曰
く
、
思
を
尋
ね
去
れ
。

ゆ

い
　
ず
　
こ

　
六
祖
遷
化
せ
し
後
、
便
ち
清
凉
山
靖
居
の
行
思
和
尚
の
処
に
去
き
、
礼
拝
し
て
侍
立
す
。
和
尚
便
ち
問
う
、
什
摩
処
よ
り
来
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
曹
渓

か 

し 

こ

よ
り
来
れ
り
。
和
尚
は
和
痒
子
を
拈
起
し
て
曰
く
、
彼
中
に
還
た
這
个
有
り
や
。
対
え
て
曰
く
、
但
だ
彼
中
の
み
に
非
ず
、
西
天
に
も
亦
た
無
し
。
和
尚
曰

く
、
棄
は
応
に
西
天
に
到
れ
る
な
る
べ
し
。
対
え
て
曰
く
、
若
し
到
ら
ば
即
ち
有
ら
ん
。
和
尚
曰
く
、
未
在
、
更
に
道
え
。
和
尚
も
也
た
須
ら
く
一
半
を
道

な
　
ん

し

取
す
べ
し
。
什
摩
と
為
て
か
独
り
専
甲
を
の
み
考
す
る
。
和
尚
曰
く
、
棄
に
向
っ
て
道
う
を
辞
せ
ざ
る
も
、
已
後
人
の
承
当
す
る
こ
と
無
か
ら
ん
。

・
専
甲
　
某
甲
に
同
じ
。

　
和
尚
又
た
問
う
、
棄
は
曹
渓
に
到
り
て
、
个
の
什
摩
物
を
か
得
来
る
。
対
え
て
曰
く
、
未
だ
曹
渓
に
到
ら
ず
、
亦
た
曽
つ
て
失
わ
ず
。
師
却
っ
て
問
う
、
和

尚
は
曹
渓
に
在
り
し
時
、
還
た
和
尚
を
識
せ
る
や
。
思
曰
く
、
棄
は
只
今
吾
を
識
す
や
。
対
え
て
曰
く
、
識
す
る
も
又
た
争
で
か
能
く
識
得
せ
ん
。

す 

か 

ん

い
　
つ

　
又
た
問
う
、
和
尚
は
嶺
南
よ
り
出
で
し
後
、
此
間
に
在
る
こ
と
多
少（
原
作
小
）の
時
ぞ
。
思
曰
く
、
我
も
亦
た
汝
の
早
晩
曹
渓
を
離
れ
し
か
を
知
ら
ず
。
対

え
て
曰
く
、
某
甲
は
曹
渓
よ
り
来
た
ら
ず
。
思
曰
く
、
我
も
也
た
棄
が
来
処
を
知
れ
り
。
対
え
て
曰
く
、
和
尚
は
幸
い
に
是
れ
大
人
、
造
次
な
る
こ
と
莫
れ
。

・
早
晩
　
い
つ
、ど
の
時
。

・
造
次
　
い
い
か
げ
ん
な
。

　
思
和
尚
は
師
の
常
人
に
異
な
る
こ
と
を
見
て
、
便
ち
西
侠
に
安
排
し
、
日
夕
に
只
だ
和
尚
の
身
辺
に
在
ら
し
め
た
り
。
其
の
師
は
形
陣
は
端
正
に
し
て
、
人

の
是
非
す
る
に
足
り
、
直
に
和
尚
の
耳
裏
に
到
る
こ
と
を
得
た
り
。
和
尚
は
消
息
を
得
て
、
師
に
向
っ
て
曰
く
、
汝
正
時
是
。
師
便
ち
応
梭
す
。
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第
二
日
、
粥
鼓
鳴
り
了
る
や
、
西
侠
裏
に
在
り
て
坐
し
、
手
を
伸
ば
し
て
粥
を
取
る
。
厨
下
の
僧
、
其
の
鉢
盂
を
見
て
尋
ね
来
た
る
に
元
来
其
の
師
の
和

尚
の
粥
を
取
る
な
り
。
衆
人
は
、
是
れ
其
の
人
の
安
排
せ
ら
れ
、
凡
夫
に
し
て
聖
人
を
識
ら
ず
、
和
尚
を
謗
り
又
た
師
を
毀
つ
こ
と
を
知
れ
り
。
闔
院
一
斉

に
上
来
し
、
和
尚
の
前
に
於
い
て
収
過
せ
り
。
思
和
尚
は
師
に
向
っ
て
曰
く
、
今
よ
り
已
後
、
第
一
に
此
の
事
を
行
ず
る
を
得
ず
。
棄
若
し
此
の
事
を
行
ず

れ
ば
、
是
れ
棄
、
正
眼
埋
却
す
る
も
也
た
難
か
ら
ず
。

・
西
侠
　
僧
堂
内
の
職
位
で
あ
ろ
う
が
不
詳
。

・
汝
正
時
是
　
読
め
な
い
。

・
収
過
　
あ
や
ま
ち
を
詫
び
る
。

・
第
一
不
得
　
第
一
は
禁
止
の
意
味
を
強
め
る
。

　
師
の
受
戒
せ
し
後
、
思
和
尚
問
う
、
棄
は
已
に
是
れ
受
戒
し
了
れ
り
。
還
た
律
を
聴
く
や
。
対
え
て
曰
く
、
律
を
聴
く
を
用
い
ず
。
思
曰
く
、
還
た
戒
を

念
ず
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
亦
た
戒
を
念
ず
る
を
用
い
ず
。
思
曰
く
、
棄
は
譲
和
尚
の
処
に
去
き
て
書
を
達
せ
よ
。
得
た
り
や
。
対
え
て
曰
く
、
得
た
り
。
思

ゆ

曰
く
、
速
や
か
に
去
き
て
速
に
来
た
れ
。
棄
若
し
遅
晩
す
る
こ
と
嫡
子
な
ら
ば
、
吾
を
見
ざ
ら
ん
。
棄
若
し
吾
を
見
ざ
れ
ば
、
牀
下
の
大
斧
を
得
ざ
ら
ん
。

　
師
は
便
ち
去
き
て
南
嶽
譲
和
尚
の
処
に
到
り
、
書
は
猶
お
未
だ
達
せ
ず
、
先
ず
礼
拝
し
て
問
う
、
諸
聖
を
も
慕
わ
ず
、
己
霊
を
も
重
ん
ぜ
ざ
る
時
は
如
何

ん
。
譲
和
尚
曰
く
、
子
の
問
い
は
太
高
生
。
向
後
、
人
は
闡
提
と
成
り
去
ら
ん
。
師
対
え
て
曰
く
、
寧
ろ
永
劫
に
沈
淪
す
可
き
も
、
終
に
諸
聖
に
求
め
て
出

か 

し 

こ

離
せ
じ
。
師
は
機
は
既
に
投
ぜ
ず
、
書
も
亦
た
達
せ
ず
、
便
ち
師
の
処
に
帰
れ
り
。
思
和
尚
問
う
、
彼
中
に
信
有
り
や
。
師
対
え
て
曰
く
、
彼
中
に
信
無
し
。

思
曰
く
、
廻
報
有
り
や
。
対
え
て
曰
く
、
信
は
既
に
通
ぜ
ず
、
書
も
亦
た
達
せ
ず
。

　
師
却
っ
て
問
う
、
専
甲
の
去
き
し
時
、
和
尚
に
言
有
り
て
、
速
や
か
に
来
た
ら
し
め
、
牀
下
の
大
斧
を
収
取
せ
し
め
ん
と
せ
り
。
今
已
に
来
た
れ
り
、
便

な

ち
大
斧
を
請
わ
ん
。
思
和
尚
良
久
す
。
師
は
礼
を
作
し
て
退
け
り
。



八
八

　
斯
れ
の
要
旨
は
豈
に
劣
器
の
能
く
持
せ
ん
や
。
乃
ち
仏
仏
径
ち
に
心
燈
を
燭
し
、
祖
祖
玄
に
法
印
を
伝
う
。
大
師
は
既
に
投
針
し
て
久
し
く
丈
室
に
親
し

み
、
膈
に
望
ん
で
舂
か
に
方
外
の
機
を
承
く
れ
ば
、
則
ち
能
事
は
将
に
備
ら
ん
と
し
、
道
は
行
わ
る
可
し
。

　
思
和
尚
曰
く
、
吾
の
法
門
は
先
聖
よ
り
展
転
し
て
逓
相
伝
授
す
。
断
絶
せ
し
む
る
こ
と
莫
れ
。
祖
師
預
め
汝
を
記
せ
り
。
汝
は
当
に
保
持
す
べ
し
。
善
く

自
ら
好
く
去
れ
。
久
し
き
に
非
ざ
る
の
間
に
し
て
、
思
和
尚
は
遷
化
せ
り
。

　
師
は
麻
を
著
く
る
こ
と
一
切
し
了
り
、
天
宝
の
初
に
於
い
て
方
に
衡
嶽
に
届
け
り
。
遍
く
岑
壑
を
探
り
、
遂
に
南
台
寺
に
頓
息
す
。
東
に
石
の
台
の
如
き

有
り
、
乃
ち
其
の
上
に
庵
す
。
時
人
は
石
頭
和
尚
と
号
せ
り
。
此
の
台
は
則
ち
梁
海
禅
師
得
道
の
台
な
り
。

・
牀
下
の
大
斧
　
思
和
尚
の
仏
法
。

・
好
去
　
去
っ
て
行
く
人
に
対
す
る
挨
拶
。

ゆ

　
師
の
初
め
て
南
台
に
至
る
や
、
師
僧
去
き
て
看
、
転
じ
来
た
っ
て
譲
和
尚
に
向
っ
て
説
く
、
昨
来
、
和
尚
の
処
に
到
り
て
仏
法
を
問
い
し
、
軽
忽
底
の
後

生
来
た
り
、
東
の
石
頭
上
に
坐
せ
り
。
譲
曰
く
、
実
な
り
や
。
対
え
て
曰
く
、
実
な
り
。
譲
は
便
ち
侍
者
を
喚
ん
で
曰
く
、
棄
は
東
辺
に
去
き
、
子
細
に
石

か
れ

頭
上
に
坐
す
る
底
の
僧
を
看
よ
。
若
し
是
れ
昨
来
底
の
後
生
な
ら
ば
、
便
ち
他
を
喚
べ
。
若
し
応
ず
る
有
ら
ば
棄
便
ち
道
え
、
石
上
の
蹠
與
子
、
此
処
に
移

し
て
裁
う
る
に
堪
う
、
と
。
侍
者
は
此
の
偈
を
持
し
て
師
に
挙
似
す
。
師
答
え
て
曰
く
、
任
い
棄
哭
声
哀
し
き
も
、
終
に
山
を
過
ぎ
て
来
た
ら
ず
、
と
。
侍

者
却
来
し
て
譲
和
尚
に
挙
似
す
。
和
尚
云
く
、
這
の
阿
師
は
、
他
後
子
孫
の
天
下
人
の
口
を
噤
却
し
去
ら
ん
、
と
。

・
蹠
與
　
自
分
の
壮
健
さ
を
ほ
こ
る
こ
と
。

　
又
た
侍
者
を
し
て
法
を
問
わ
し
む
。
侍
者
は
彼
に
去
き
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
解
脱
。
師
曰
く
、
阿
誰
か
汝
を
縛
せ
る
。
如
何
な
る
か
是
れ
浄
土
。
師

曰
く
、
阿
誰
か
汝
を
垢
せ
る
。
如
何
な
る
か
是
れ
涅
槃
。
師
曰
く
、
誰
か
生
死
を
将
っ
て
汝
に
与
え
き
。
侍
者
却
来
し
て
和
尚
に
挙
似
す
。
和
尚
は
便
ち
合

掌
し
て
頂
戴
す
。
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此
の
時
、
堅
固
禅
師
、
蘭
、
譲
三
人
有
り
、
世
宗
の
匠
と
為
る
。
僉
な
曰
く
、
彼
の
石
頭
上
に
眞
の
師
子
吼
有
り
、
と
。

　
師
は
主
事
を
喚
び
、
具
さ
に
前
事
を
陳
ぶ
。
主
事
曰
く
、
乞
う
師
、
事
有
ら
ば
処
分
せ
よ
。
和
尚
は
衆
を
領
し
て
東
辺
に
去
き
て
石
頭
を
見
る
。
石
頭
は

又
た
強
い
て
為
し
得
ず
、
起
ち
来
た
っ
て
迎
接
す
。
相
看
一
切
し
了
っ
て
、
譲
和
尚
は
石
頭
の
与
に
院
を
起
こ
し
て
成
持
せ
り
。

・
冒
頭
の
師
は
譲
和
尚
を
指
す
。

・
処
分
　
言
い
つ
け
る
。

・
成
持
　
計
ら
っ
て
や
る
。も
り
立
て
て
や
る
。

　
僧
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
。
師
云
く
、
露
柱
に
問
取
し
去
れ
。
僧
曰
く
、
会
せ
ず
。
師
曰
く
、
我
は
更
に
会
せ
ず
。

　
　
僧
が
問
う
、
ど
う
い
う
の
が
祖
師
西
来
意
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
露
柱
に
問
い
に
行
け
。
僧
が
云
う
、
分
か
り
ま
せ
ん
。
師
が
云
う
、
わ
し
は
も
っ

と
分
か
ら
ん
。

・
露
柱
　
夜
間
照
明
の
灯
籠
を
掛
け
る
柱
。知
覚
・
情
識
を
完
全
に
絶
し
た
も
の
の
象
徴
。

 

　
大
顛
問
う
、
古
人
道
う
、
有
と
道
い
無
と
道
う
は
二
謗
な
り
と
。
請
う
師
の
除
か
ん
こ
と
を
。
師
曰
く
、
正
に
無
一
物
、
个
の
什
摩
を
か
除
か
ん
。
師
は

大
顛
に
索
め
て
曰
く
、
杰
喉
毛
吻
を
併
却
し
て
、
速
や
か
に
道
い
将
ち
来
た
れ
。
対
え
て
曰
く
、
這
个
無
し
。
師
曰
く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
則
ち
棄
は
入
門

す
る
こ
と
を
得
た
り
。

・
併
却
　
ふ
さ
い
で
し
ま
う
。



九
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僧
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
本
来
の
事
。
師
曰
く
、
汝
は
何
に
因
り
て
我
よ
り
覓
む
る
や
。
進
ん
で
曰
く
、
師
よ
り
覓
め
ざ
れ
ば
、
如
何
に
し
て
即
ち
得

な
　
そ
　
も

る
や
。
師
曰
く
、
何
ぞ
曽
つ
て
失
却
し
た
る
那
作
摩
。

　
　
僧
が
問
う
、
ど
の
よ
う
な
の
が
本
来
の
事
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、
お
前
は
な
ぜ
わ
し
に
求
め
る
の
だ
。
進
ん
で
云
う
、
師
に
求
め
な
い
と
す
る
と

ど
う
し
た
ら
い
い
ん
で
す
か
。
師
が
云
う
、
い
つ
失
く
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
ん
だ
。

  
・
那
作
摩
　
句
末
に
あ
っ
て
詰
問
の
語
気
を
そ
え
る
。

　
薬
山
、
一
処
に
在
り
て
坐
す
。
師
問
う
、
棄
は
這
裏
に
在
っ
て
什
摩
を
か
作
す
。
対
え
て
曰
く
、
一
物
も
也
た
為
さ
ず
。
師
曰
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
閑

坐
す
。
対
え
て
曰
く
、
若
し
閑
坐
せ
ば
則
ち
為
す
な
り
。
師
曰
く
、
棄
は
為
さ
ず
と
道
え
り
。
个
の
什
摩
を
か
為
さ
ざ
る
。
対
え
て
曰
く
、
千
聖
も
亦
た
識

ら
ず
。

　
師
は
偈
を
以
て
讃
じ
て
曰
く
、
従
来
共
に
住
む
も
名
を
知
ら
ず
、
任
運
に
相
い
将
て
作
摩
に
行
く
の
み
。
古
え
よ
り
の
上
賢
す
ら
猶
お
識
ら
ず
、
造
次
の

常
流
豈
に
明
ら
む
可
け
ん
や
。

　
僧
拈
じ
て
柔
南
に
問
う
、
既
に
是
れ
千
聖
な
る
に
什
摩
と
為
て
か
識
ら
ざ
る
。
答
え
て
曰
く
、
千
聖
は
是
れ
什
摩
の
莅
鳴
声
ぞ
。

・
作
摩
行
　
作
摩
は
只
摩
の
誤
り
か
。

・
造
次
　
い
い
か
げ
ん
な
。

・
千
聖
是
什
摩
莅
鳴
声
　
莅
鳴
声
は
湯
を
つ
い
だ
と
き
に
椀
が
立
て
る
無
機
的
な
音
。く
だ
ら
な
い
音
。
什
摩
は
こ
こ
で
は
疑
問
詞
で
は
な
く
て
感
嘆
詞
。

な
ん
と
見
事
な
、
な
ん
と
く
だ
ら
な
い
。

い
　
ず
　
こ

は

　
師
、
僧
に
問
う
、
什
摩
処
よ
り
か
来
た
れ
る
。
対
え
て
曰
く
、
江
西
よ
り
来
た
れ
り
。
師
曰
く
、
江
西
に
還
た
馬
祖
を
見
し
や
。
対
え
て
曰
く
、
見
た
り
。

い
　
ず

き
ゃ
う
い

師
は
乃
ち
一
柴
瀘
を
指
し
て
曰
く
、
馬
師
は
這
个
に
何
似
れ
ぞ
。
僧
無
対
。
却
迴
し
て
師
に
挙
似
し
、
師
の
決
を
為
さ
ん
こ
と
を
請
え
り
。
馬
師
曰
く
、
汝
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観
る
に
柴
瀘
は
大
小
ぞ
。
対
え
て
曰
く
、
勿
量
に
大
な
り
。
馬
師
曰
く
、
汝
は
甚
だ
壮
大
の
力
有
り
。
僧
曰
く
、
何
が
故
に
此
の
説
あ
り
や
。
馬
師
曰
く
、
汝

は
南
岳
よ
り
一
柴
瀘
を
負
い
来
た
れ
り
、
豈
に
是
れ
壮
大
の
力
な
ら
ず
や
。

・
何
似
　
二
つ
の
も
の
を
比
較
し
て
前
者
は
後
者
に
く
ら
べ
て
ど
う
だ
と
問
う
と
き
に
用
い
る
。後
者
が
の
方
が
ま
し
で
は
な
い
か
、
と
い
う
含
み
の
場
合

が
多
い
。

・
柴
瀘
　
薪
。

・
大
小
　
大
き
さ
を
尋
ね
る
疑
問
詞
。

・
却
迴
　
も
ど
る
。

　
師
は
参
同
契
を
述
べ
て
曰
く
、
竺
土
の
大
仙
心
、
東
西
密
に
相
い
付
す
。
人
根
に
利
鈍
有
る
も
、
道
に
南
北
の
祖
無
し
。
霊
源
は
明
ら
か
に
し
て
皎
潔
、
技

派
は
暗
く
し
て
流
注
す
。
事
に
執
す
る
は
元
よ
り
是
れ
迷
い
、
理
に
契
う
は
亦
た
悟
り
に
非
ず
。
門
門
一
切
境
、
迴
互
と
不
迴
互
と
。
廻
し
て
更
も
相
い
渉

り
、
尓
ら
ず
し
て
位
に
依
り
て
住
す
。
色
は
本
よ
り
質
と
象
と
を
殊
に
し
、
声
は
源
よ
り
楽
と
苦
と
を
異
に
す
。
暗
は
上
中
の
言
と
合
し
、
明
は
清
濁
の
句

を
暗
に
す
。
四
大
は
性
自
と
し
て
復
す
る
こ
と
、
子
の
其
の
母
を
得
る
が
如
し
。
火
は
熱
く
風
は
動
揺
し
、
水
は
湿
い
地
は
堅
固
な
り
。
眼
に
は
色
あ
り
耳

に
は
声
音
あ
り
、
鼻
に
は
香
あ
り
舌
に
は
鹹
醋
あ
り
。
然
し
て
一
一
の
法
に
於
い
て
、
根
に
依
り
て
葉
の
分
布
す
。
本
末
は
須
ら
く
宗
に
帰
す
べ
し
、
尊
卑

の
其
の
語
を
用
う
。
明
中
に
当
っ
て
暗
有
り
、
明
を
以
て
相
い
遇
う
こ
と
勿
れ
。
暗
中
に
当
っ
て
明
有
り
、
暗
を
以
て
相
い
覩
る
こ
と
勿
れ
。
明
暗
は
各
お

の
相
い
対
す
、
譬
え
ば
前
後
の
歩
の
如
し
。
万
物
は
自
ら
功
有
り
、
当
に
用
の
及
ぶ
所
を
言
う
べ
し
。
事
存
し
て
函
蓋
合
し
、
理
応
じ
て
箭
鋒
住
す
。
言
を

承
く
る
と
き
は
須
ら
く
宗
を
会
す
べ
し
、
自
ら
規
矩
を
立
つ
る
こ
と
勿
れ
。
触
目
道
を
見
ず
、
運
足
焉
ぞ
路
を
知
ら
ん
。
歩
を
進
る
こ
と
近
遠
に
非
ず
、
迷

え
ば
山
河
を
隔
つ
る
の
み
。
謹
ん
で
參
玄
の
人
に
白
す
、
光
陰
虚
し
く
度
る
こ
と
勿
れ
。

・
声
源
異
楽
苦
　
伝
灯
録
三
十
は
源
を
元
と
す
る
。

・
理
応
箭
鋒
住
　
同
じ
く
住
を
窟
と
す
る
。
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・
性
自
　
自
は
副
詞
語
尾
。

　
師
は
、
隠
峯
と
草
を
党
る
次
い
で
蛇
を
見
る
。
師
は
鍬
子
を
過
し
て
隱
峯
に
与
う
。
隱
峯
は
鍬
子
を
接
し
了
り
、
怕
れ
て
敢
え
て
手
を
下
さ
ず
。
師
却
っ

て
鍬
子
を
拈
じ
、
截
っ
て
両
段
と
作
し
、
隱
峯
に
謂
い
て
曰
く
、
生
死
す
ら
尚
お
未
だ
過
ぎ
得
ざ
る
に
、
什
摩
の
仏
法
を
か
学
ば
ん
。

　
師
は
鍬
子
を
将
っ
て
草
を
党
る
次
い
で
隠
峯
問
う
、
只
だ
這
个
を
党
り
得
る
の
み
な
り
や
、
還
た
那
个
を
も
党
り
得
る
や
。
師
は
便
ち
鍬
子
を
過
し
て
隠

峯
に
与
う
。
隠
峯
は
鍬
子
を
接
得
し
て
、
師
に
向
っ
て
党
る
こ
と
一
下
す
。
師
曰
く
、
棄
は
只
だ
這
个
を
党
り
得
る
の
み
。
洞
山
代
っ
て
曰
く
、
還
た
堆
阜

有
り
や
。

　
師
は
唐
の
貞
元
六
年
庚
午
の
歳
十
二
月
六
日
歿
せ
り
。
春
秋
九
十
一
、
僧
夏
六
十
三
。
僖
宗
皇
帝
、
無
際
大
師
見
相
の
塔
と
諡
号
す
。

　
溽
源
和
尚
、
忠
国
師
に
嗣
ぐ
。
是
れ
よ
り
先
、
馬
大
師
の
門
人
た
り
。
師
は
京
に
入
り
て
国
師
の
侍
者
と
為
り
、
後
に
再
び
馬
大
師
に
見
え
、
大
師
の
前

に
於
い
て
旋
行
一
匝
し
て
円
相
を
作
り
、
然
る
後
、
中
心
に
於
い
て
礼
拝
せ
り
。
大
師
曰
く
、
棄
は
作
仏
せ
ん
と
欲
す
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
某
甲
は
捏
目

あ
た

す
る
解
わ
ず
。
大
師
曰
く
、
吾
は
汝
に
如
か
ず
。

・
解
　
で
き
る
と
い
う
意
味
の
当
時
の
口
語
。文
語
の「
能
」に
当
る
。

・
捏
目
　
目
を
こ
す
る
。物
を
も
っ
と
よ
く
見
よ
う
と
す
る
仕
草
。

　
百
丈
の
艶
潭
に
在
り
て
車
を
推
す
次
い
で
、
師
問
う
、
車
は
這
裏
に
在
り
、
牛
は
什
摩
処
に
在
り
や
。
百
丈
は
手
を
以
て
斫
額
す
。
師
は
手
を
以
て
目
を

拭
う
。



祖
堂
集
巻
第
四

九
三

・
斫
額
　
高
く
て
遠
い
と
こ
ろ
を
望
む
仕
草
。

　
天
皇
和
尚
、
石
頭
に
嗣
ぐ
、
荊
南
に
在
り
。
師
諱
は
道
悟
、
未
だ
行
状
を
覩
ざ
れ
ば
終
始
の
要
を
決
せ
ず
。

　
師
は
初
め
石
頭
に
問
う
、
智
慧
を
離
却
し
て
、
何
法
を
か
人
に
示
す
。
石
頭
曰
く
、
老
僧
に
は
奴
婢
無
し
。
什
摩
を
か
離
せ
ん
。
進
ん
で
曰
く
、
如
何
に

よ

い 

ぶ 

か

し
て
か
玄
旨
を
得
ん
。
石
頭
曰
く
、
棄
は
解
く
風
を
撮
む
や
。
若
し
与
摩
な
ら
ば
則
ち
今
日
よ
り
し
去
ら
ざ
ら
ん
。
石
頭
曰
く
、
未
審
し
汝
は
早
晩
那
辺
よ

す
　
で

り
来
た
り
し
や
。
師
曰
く
、
専
甲
は
是
れ
那
辺
の
人
な
ら
ず
。
石
頭
曰
く
、
我
は
早
个
に
汝
が
来
処
を
知
れ
り
。
師
曰
く
、
和
尚
も
亦
た
人
に
贓
賄
す
る
を

い 

え 

ど

得
ず
。
石
頭
曰
く
、
汝
が
身
現
に
在
り
。
師
曰
く
、
此
く
の
如
し
と
雖
然
も
、
畢
竟
如
何
ん
が
後
人
に
示
さ
ん
。
石
頭
云
く
、
棄
道
え
、
阿
誰
か
是
れ
後
人

な
る
。
師
は
礼
謝
し
て
深
く
玄
要
を
領
せ
り
。

・
贓
賄
　
伝
灯
録
は
贓
誣
と
す
る
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
玄
妙
の
説
。
師
云
く
、
我
れ
は
仏
法
を
解
す
と
道
う
こ
と
莫
れ
。
学
人
の
疑
滞
を
争
那
何
ん
せ
ん
。
師
曰
く
、
何
ぞ
老
僧
に
問

わ
ざ
る
。
僧
曰
く
、
問
う
こ
と
は
則
ち
問
い
了
れ
り
。
師
云
く
、
去
れ
、
是
れ
棄
が
存
泊
す
る
処
な
ら
ず
。

・
如
何
是
玄
妙
之
説
　
原
文
に
は
是
字
な
し
。伝
灯
録
に
よ
っ
て
補
う
。

　
師
は
乃
ち
一
日
忽
然
と
し
て
典
座
を
喚
べ
り
。
典
座
来
た
る
。
師
示
し
て
曰
く
、
会
す
る
や
。
曰
く
、
会
せ
ず
。
師
便
ち
枕
子
を
把
っ
て
当
面
に
之
を
抛

ち
、
乃
ち
寂
を
告
げ
た
り
。

　
尸
憇
和
尚
、
石
頭
に
嗣
ぐ
。
順
宗
皇
帝
、
師
に
問
う
、
大
地
に
普
き
衆
生
は
見
性
し
て
佛
道
を
成
ず
。
師
曰
く
、
仏
性
は
猶
お
水
中
の
月
の
如
し
、
見
る

可
く
し
て
取
る
可
か
ら
ず
。
大
義
禅
師
曰
く
、
仏
性
は
非
見
に
し
て
必
ず
見
る
。
水
中
の
月
何
ぞ
攫
取
せ
ざ
る
。
帝
は
炙
し
て
之
を
然
り
と
す
。
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又
た
大
義
に
問
う
、
何
者
か
是
れ
仏
性
。
大
義
云
く
、
陛
下
の
問
う
所
を
離
れ
ず
。
皇
帝
炙
し
て
玄
関
に
契
い
、
一
言
も
て
遂
に
合
す
。

　
丹
霞
和
尚
、
石
頭
に
嗣
ぐ
。
師
諱
は
天
然
、
少
く
し
て
儒
墨
に
親
し
み
、
業
は
九
経
を
洞
ら
む
。

　
初
め
抛
居
士
と
同
侶
に
し
て
、
京
に
入
り
て
選
を
求
む
。
因
り
て
漢
南
道
に
在
り
て
寄
宿
せ
る
次
い
で
、
忽
ち
夜
に
日
光
の
室
に
満
つ
る
を
夢
む
。
鑒

者
有
り
て
云
く
、
此
は
是
れ
解
空
の
祥
な
り
、
と
。
又
た
行
脚
の
僧
に
逢
い
、
与
に
喫
茶
す
る
次
い
で
、
僧
云
く
、
秀
才
、
何
処
に
か
去
く
。
対
え
て
曰
く
、

お
し
む
べ
し

は

官
に
選
ば
る
る
こ
と
を
求
め
去
る
。
僧
云
く
、
可
惜
許
功
夫
、
何
ぞ
仏
に
選
ば
れ
去
ら
ざ
る
。
秀
才
曰
く
、
仏
は
当
た
何
処
に
て
か
選
ば
る
る
。
其
の
僧
は

茶
莅
を
提
起
し
て
曰
く
、
会
す
る
や
。
秀
才
曰
く
。
未
だ
高
旨
を
測
ら
ず
。
僧
曰
く
、
若
し
然
ら
ば
、
江
西
馬
祖
の
今
現
に
世
に
住
し
て
説
法
す
。
悟
道
の

者
は
勝
げ
て
記
す
可
か
ら
ず
。
彼
は
是
れ
眞
の
選
仏
の
処
な
り
。

　
二
人
は
宿
根
猛
利
な
り
、
遂
に
秦
遊
を
返
し
て
大
寂
に
造
れ
り
。
礼
拝
し
已
っ
て
、
馬
大
師
曰
く
、
這
の
漢
来
た
り
て
作
摩
を
か
作
す
。
秀
才
は
嶐
頭
を

汰
上
す
。
馬
祖
便
ち
機
を
察
し
、
笑
っ
て
曰
く
、
汝
が
師
は
石
頭
な
り
や
。
秀
才
曰
く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
則
ち
某
甲
が
与
に
石
頭
を
指
示
せ
よ
。
馬
祖
曰

く
、
這
裏
よ
り
南
嶽
に
去
く
こ
と
七
百
里
、
遷
長
老
の
石
頭
在
り
。
棄
は
那
裏
に
去
き
て
出
家
せ
よ
。

・
汰
上
嶐
頭
　
汰
上
が
詳
か
で
は
な
い
。
伝
灯
録
は
以
手
托
嶐
頭
額
と
す
る
。

・
汝
師
石
頭
摩
　
こ
こ
の
摩
は
推
測
を
表
わ
す
。

　
秀
才
当
日
に
便
ち
発
し
去
り
、
石
頭
に
到
り
て
和
尚
に
参
ず
。
和
尚
問
う
、
什
摩
処
よ
り
来
た
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
某
処
よ
り
来
た
る
。
石
頭
曰
く
、
来

た
り
て
什
摩
を
か
作
す
。
秀
才
は
前
の
如
く
対
え
り
。
石
頭
便
ち
点
頭
し
て
曰
く
、
槽
廠
に
著
き
去
れ
。
乃
ち
爨
役
を
執
り
て
一
二
載
を
経
た
り
。
石
頭
大

師
明
晨
与
に
落
髪
せ
ん
と
欲
す
。
今
夜
童
行
の
参
ぜ
し
時
、
大
師
曰
く
、
仏
殿
前
の
一
塔
の
草
、
明
晨
粥
後
に
党
却
せ
ん
、
と
。
来
晨
諸
の
童
行
競
い
て
鍬

钁
を
持
せ
り
。
唯
だ
師
の
み
有
っ
て
独
り
刀
水
を
持
し
、
大
師
の
前
に
於
い
て
跪
拝
し
て
揩
洗
せ
り
。
大
師
は
笑
っ
て
剃
髮
せ
り
。
師
に
頂
峯
の
突
然
と
し

て
起
る
有
り
。
大
師
は
之
を
按
じ
て
曰
く
、
天
然
、
と
。
落
髪
す
る
こ
と
既
に
畢
り
、
師
は
礼
し
て
度
を
謝
し
兼
ね
て
名
を
謝
せ
り
。
大
師
曰
く
、
吾
は
汝
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に
何
の
名
を
賜
い
し
や
。
師
曰
く
、
和
尚
豈
に
天
然
と
曰
わ
ざ
り
し
や
。
石
頭
甚
だ
之
を
奇
と
す
。
乃
ち
為
に
法
要
を
略
説
す
。
師
便
ち
耳
を
掩
う
て
云
く
、

太
だ
多
し
。
和
尚
云
く
、
汝
誠
に
作
用
し
看
よ
。
師
遂
に
聖
僧
の
頭
に
騎
る
。
大
師
云
く
、
這
の
阿
師
、
他
後
、
泥
龕
塑
像
を
破
り
去
ら
ん
。

・
他
後
　
い
つ
か
。

　
師
受
戒
し
已
る
。
而
る
に
大
寂
の
摩
尼
を
江
西
に
耀
か
せ
り
。
師
乃
ち
嶽
を
下
っ
て
再
び
彼
に
詣
り
、
大
寂
に
来
謁
す
。
大
寂
問
う
、
什
摩
処
よ
り
か
来

た
る
。
対
え
て
曰
く
、
石
頭
よ
り
来
た
る
。
大
寂
曰
く
、
石
頭
は
路
滑
か
、
還
た
勢
倒
せ
し
や
。
対
え
て
曰
く
、
若
し
勢
倒
せ
し
な
ら
ば
即
ち
此
に
来
た
ら

じ
。
大
寂
甚
だ
之
を
奇
と
せ
り
。

　
師
は
情
懐
を
放
曠
し
、
違
順
の
境
を
濤
し
、
雲
水
を
楽
し
み
、
去
住
逍
遙
し
、
洛
京
に
至
り
て
忠
国
師
に
参
ず
。
初
め
侍
者
を
見
て
問
う
、
和
尚
は
還
た

在
り
や
。
対
え
て
曰
く
、
在
り
、
只
だ
是
れ
客
を
看
ず
。
師
曰
く
、
大
深
遠
生
。
侍
者
曰
く
、
仏
眼
も
次
不
見
。
師
曰
く
、
竜
は
竜
の
子
を
生
み
、
鳳
は
鳳

の
子
を
生
む
。
侍
者
、
国
師
に
挙
似
す
。
国
師
便
ち
侍
者
を
打
つ
。

　
師
尋
い
で
、
駅
州
の
丹
霞
山
に
上
る
に
、
格
調
孤
峻
に
し
て
攀
ず
る
者
少
な
し
。
爰
に
禅
徳
有
り
、
遠
く
来
た
り
て
問
津
し
、
山
下
に
師
に
遇
見
し
て
遂

に
輙
ち
問
を
申
ぶ
ら
く
、
丹
霞
は
什
摩
処
に
在
り
や
。
師
は
山
を
指
し
て
曰
く
、
青
青
剴
剴
底
是
な
り
。
禅
徳
曰
く
、
只
だ
這
个
便
ち
是
な
る
こ
と
莫
き
や
。

師
曰
く
、
眞
の
師
子
児
は
一
撥
し
て
便
ち
転
ず
。

　
次
い
で
天
台
に
於
い
て
花
頂
峯
に
居
る
こ
と
三
載
。
又
国
一
禅
師
を
礼
す
。
元
和
の
初
を
以
て
、
竜
門
の
香
山
に
上
り
、
伏
牛
禅
師
と
莫
逆
の
侶
と
為
る
。

ま
ど

　
後
、
恵
林
寺
に
於
い
て
天
の
寒
き
に
遇
え
り
。
木
仏
を
焚
き
て
以
て
禦
ぐ
次
い
で
、
主
人
或
い
て
譏
る
。
師
曰
く
、
吾
は
荼
豐
し
て
舎
利
を
覓
む
。
主
人

曰
く
、
木
頭
に
何
か
有
ら
ん
。
師
曰
く
、
若
し
然
ら
ば
、
何
ぞ
我
を
責
め
ん
。
主
人
亦
た
向
前
す
る
に
、
眉
毛
一
時
に
堕
落
せ
り
。

　
人
有
っ
て
眞
覚
大
師
に
問
う
、
丹
霞
、
木
仏
を
焼
く
。
上
座
に
何
の
過
有
り
や
。
大
師
云
く
、
上
座
は
只
だ
仏
を
見
る
の
み
。
進
ん
で
曰
く
、
丹
霞
は
又
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た
如
何
ん
。
大
師
云
く
、
丹
霞
は
木
頭
を
焼
く
の
み
。

・
眉
毛
一
時
堕
落
　
謗
法
の
者
は
眉
毛
が
堕
落
す
る
と
い
う
。金
剛
経
26
に「
若
以
色
見
我
、以
音
声
求
我
、是
人
行
邪
道
、
不
能
見
如
来
」と
言
う
。

　
師
は
有
る
時
、
山
院
に
到
り
て
寄
宿
し
、
老
宿
の
行
者
と
共
に
床
を
同
じ
く
し
て
坐
せ
る
を
見
る
。
師
は
衣
鉢
を
放
下
し
て
便
ち
二
人
に
問
訊
せ
り
。
二

お

お

人
は
都
て
顧
視
せ
ず
。
直
に
来
朝
に
至
り
、
遂
に
行
者
の
一
鐺
の
飯
を
将
っ
て
、
堂
の
中
心
に
向
い
て
著
き
、
老
宿
と
共
に
喫
し
、
又
た
師
を
喚
ば
ず
。
師

も
亦
た
自
ら
向
前
し
て
共
に
喫
せ
り
。
行
者
は
師
の
向
前
す
る
を
見
て
便
ち
老
宿
を
顧
視
し
て
云
く
、
早
き
を
侵
し
て
起
く
と
言
う
こ
と
莫
れ
。
師
は
老
宿

か
れ

に
向
っ
て
曰
く
、
這
个
の
行
者
、
何
ぞ
伊
に
大
無
礼
生
な
る
こ
と
を
教
え
ざ
る
。
老
宿
云
く
、
好
个
の
人
家
の
男
女
、
什
摩
の
罪
過
か
有
る
。
他
を
点
汚
し

な

せ
き
ら
い

て
什
摩
を
か
作
す
。
師
云
く
、
適
来
は
泊
ん
ど
錯
っ
て
放
過
せ
ん
と
す
。

・
放
下
　
置
く
。

・
莫
言
侵
早
起
　
趙
州
録
下
に
似
た
話
が
あ
り
、莫
言
侵
早
起
、更
有
夜
行
人
の
二
句
に
な
っ
て
い
る
。朝
早
く
起
き
た
と
言
う
な
、
ど
っ
こ
い
夜
の
う
ち
も

旅
し
て
い
る
人
が
居
る
。
上
に
は
上
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

・
泊
錯
放
過
　
う
っ
か
り
と
見
過
ご
す
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　
師
は
孤
寂
吟
を
作
り
て
曰
く
、
時
人
は
余
の
孤
寂
を
守
る
を
見
、
為
言
す
ら
く
一
生
益
す
る
所
無
か
ら
ん
、
と
。
余
は
則
ち
孤
寂
章
を
閑
吟
し
て
、
始
め

て
知
ん
ぬ
光
陰
は
虚
し
く
擲
た
ず
、
と
。
光
陰
を
棄
て
ず
し
て
須
ら
く
努
力
す
べ
し
、
此
の
言
は
説
く
と
雖
も
人
は
識
ら
ず
。
識
る
者
は
同
じ
く
為
し
て
一

路
に
行
く
、
豈
に
顛
墜
し
て
榛
聨
に
縁
る
可
け
ん
や
。
榛
聨
茫
茫
何
か
是
れ
辺
、
只
だ
終
朝
衆
喧
を
尽
く
す
こ
と
を
為
す
の
み
。
衆
喧
不
覚
に
し
て
涯
際
無

く
、
哀
れ
な
る
か
な
真
実
は
虚
し
く
伝
え
ず
。
之
を
伝
え
之
を
響
か
す
も
只
だ
聞
か
ず
、
猶
お
灯
燭
の
盂
盆
を
合
す
る
が
如
し
。
共
に
惣
に
光
明
の
在
る
有

り
を
知
る
も
、
看
る
時
は
未
だ
免
れ
ず
暗
昏
昏
。
昏
昏
と
し
て
不
覚
に
一
生
了
る
、
斯
の
類
は
塵
沙
に
し
て
比
ろ
少
な
か
ら
ず
。
直
に
潭
中
の
呑
鉤
の
魚
に

似
、
何
ぞ
空
中
の
盪
羅
の
鳥
に
異
な
ら
ん
。
此
の
患
は
由
来
眞
に
是
れ
長
く
、
四
維
上
下
に
遠
く
茫
茫
。
倏
忽
の
間
に
病
死
に
迷
い
、
塵
労
は
脱
し
難
く
し
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て
哭
し
て
愴
愴
。
愴
愴
と
し
て
哀
怨
す
る
も
終
に
益
無
く
、
只
だ
身
を
将
っ
て
痛
室
に
居
る
こ
と
を
為
す
の
み
。
此
の
時
に
到
っ
て
悔
ゆ
る
も
何
ぞ
及
ば
ん
、

雲
泥
未
だ
孤
寂
を
訪
ぬ
可
か
ら
ず
。
孤
寂
の
宇
宙
は
窮
め
て
良
し
と
為
す
、
長
吟
高
臥
す
一
閑
堂
。
寒
風
の
落
葉
を
吹
く
を
慮
ら
ず
、
豈
に
桑
草
の
遍
く
霜

に
遭
う
を
愁
え
ん
や
。
但
だ
看
る
松
竹
歳
寒
の
心
、
四
時
不
変
流
清
の
音
。
春
夏
暫
く
為
す
群
木
の
暎
、
秋
冬
方
に
覩
る
鬱
た
る
高
林
。
故
よ
り
知
る
世
相

さ
も
あ
ら
ば

に
剛
柔
有
る
こ
と
を
、
何
ぞ
必
ず
し
も
心
を
将
っ
て
せ
ん
清
濁
の
流
。
二
時
の
麁
糖
は
縁
に
隨
っ
て
過
し
、
一
身
遮
莫
あ
れ
布
毛
の
裘
。
隨
風
逐
浪
し
て
東

西
に
住
し
、
豈
に
愁
え
ん
や
地
の
末
る
と
天
の
低
き
と
を
。
時
人
は
未
だ
解
せ
ず
し
て
将
っ
て
錯
と
為
す
も
、
余
は
則
ち
了
然
と
し
て
自
ら
迷
わ
ず
。
迷
わ

ざ
れ
ば
須
ら
く
不
迷
の
心
有
る
べ
く
、
看
る
時
は
浅
浅
な
る
も
用
い
る
時
は
深
し
。
此
个
の
真
珠
若
し
採
得
す
れ
ば
、
豈
に
樵
夫
の
黄
金
を
負
う
に
同
じ
か

ら
ん
や
。
黄
金
は
亨
萼
し
て
転
た
真
と
為
り
、
明
殊
は
光
を
含
ん
で
未
だ
人
に
示
さ
ず
。
了
す
れ
ば
即
ち
毛
端
に
巨
海
を
滴
ら
せ
、
始
め
て
知
る
大
地
の
一

微
塵
な
る
こ
と
を
。
塵
滴
存
す
る
や
未
だ
冐
を
免
れ
ず
、
這
辺
を
棄
て
て
那
辺
に
留
ま
る
こ
と
莫
れ
。
直
に
長
空
に
鳥
跡
を
捜
す
に
似
て
、
始
め
て
玄
中
に

又
た
更
に
玄
な
る
こ
と
を
得
ん
。
一
を
挙
げ
て
例
諸
は
知
る
可
き
に
足
る
、
何
ぞ
用
い
ん
説
引
の
詞
を
喃
喃
す
る
こ
と
を
。
只
だ
見
る
餓
夫
の
来
た
り
て
飽

く
を
取
る
こ
と
を
、
未
だ
聞
か
ず
漿
逐
い
て
渇
人
の
死
せ
る
こ
と
を
。
多
人
道
を
説
き
て
道
行
わ
れ
ず
、
他
家
は
未
だ
悟
ら
ず
詐
頭
明
な
る
こ
と
を
。
三
寸

の
利
刀
の
曠
路
を
開
け
ば
、
万
株
の
榛
聨
の
身
を
擁
し
て
生
ず
。
塵
滓
茫
茫
と
し
て
都
て
知
ら
ず
、
空
し
く
弁
口
を
将
っ
て
玄
微
を
瀉
す
。
此
の
物
那
ぞ
堪

え
ん
大
用
を
為
す
こ
と
に
、
千
生
万
劫
貧
児
と
作
ら
ん
。
聊
か
孤
寂
を
書
し
て
事
は
還
た
深
し
、
鐘
期
は
能
く
聴
く
白
牙
の
琴
。
道
者
知
音
は
其
の
掌
に
指

す
、
方
に
貴
く
し
て
名
づ
け
て
孤
寂
吟
と
為
す
。

・
為
言
　
二
字
で
言
う
の
意
。王
梵
志
詩（
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
本
37
）に「
可
汞
世
間
人
、為
言
恒
不
死
」
と
い
う
例
が
あ
る
。

・
詐
頭
明
　
本
来
は
詐
明
頭
で
あ
る
が
、押
韻
の
つ
ご
う
に
よ
る
。
明
頭
を
詐
る
、つ
ま
り
か
た
る
こ
と
で
、分
か
っ
た
つ
も
り
で
い
る
こ
と
。

・
多
人
説
道
道
不
行
　
臨
済
録
示
衆
九「
若
人
修
道
道
不
行
、
万
般
邪
境
競
頭
生
」。

　
師
に
又
た
翫
珠
吟
有
り
、
衣
中
の
宝
を
識
得
し
て
、
無
明
は
酔
い
の
自
ら
醒
め
た
り
。
百
骸
倶
に
潰
散
し
、
一
物
鎮
長
に
霊
た
り
。
境
を
知
れ
ば
渾
べ

て
体
に
非
ず
、
珠
を
尋
ぬ
れ
ば
形
を
見
ず
。
悟
れ
ば
即
ち
三
身
仏
、
迷
疑
す
れ
ば
万
巻
の
経
。
心
に
在
っ
て
心
は
豈
に
測
ら
ん
や
、
耳
に
居
り
て
耳
は
聴
く
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こ
と
難
し
。
罔
象
天
地
に
先
ん
じ
、
渕
玄
杳
冥
よ
り
出
づ
。
本
よ
り
剛
く
し
て
鍛
錬
す
る
に
非
ず
、
元
よ
り
浄
く
し
て
澄
停
す
る
莫
し
。
盤
泊
し
て
朝
日
を

逾
え
、
玲
瓏
と
し
て
暁
星
よ
り
も
估
く
。
瑞
光
流
れ
て
滅
せ
ず
、
真
澄
濁
り
て
還
た
清
し
。
舗
賓
の
寂
も
鑒
照
し
、
法
界
の
明
を
労
籠
す
。
凡
を
店
し
て
功

は
滅
せ
ず
、
聖
を
超
え
て
果
は
盈
つ
る
に
非
ず
。
竜
女
は
心
よ
り
親
し
く
献
じ
、
蛇
王
は
口
も
て
自
ら
傾
く
。
鵝
を
護
り
て
人
却
っ
て
活
き
、
黄
雀
は
義
猶

よ

お
軽
し
。
解
く
語
る
も
舌
に
関
す
る
に
非
ず
、
能
く
言
う
も
是
れ
声
な
ら
ず
。
辺
も
絶
し
て
弥
よ
瀚
漫
、
際
無
く
し
て
空
の
平
ら
か
な
る
に
等
し
。
教
を
演

べ
て
教
と
為
さ
ず
、
名
を
聞
き
て
名
を
認
め
ず
。
二
辺
倶
に
立
た
ざ
れ
ば
、
中
道
は
行
く
を
須
い
ず
。
月
を
見
て
指
を
看
る
を
休
め
、
家
に
帰
り
て
程
を
問

う
を
罷
む
。
識
心
豈
に
仏
を
測
ら
ん
や
、
何
の
仏
か
更
に
成
る
に
堪
え
ん
。

・
無
際
等
空
平
　
原
文
は
三
際
等
空
平
。
伝
灯
録
三
十
に
従
っ
て
改
め
る
。

・
識
心
豈
測
仏
　
伝
灯
録
は
識
心
心
則
仏
と
す
る
。

　
又
た
頌
に
曰
く
、
丹
霞
に
一
宝
有
り
、
之
を
蔵
し
て
歳
月
久
し
。
従
来
人
は
識
ら
ず
、
余
は
自
ら
独
り
防
守
す
。
山
河
に
も
隔
得
す
る
こ
と
無
く
、
光
明

は
処
処
に
透
る
。
軆
寂
に
し
て
恒
に
湛
然
、
瑩
徹
し
て
塵
垢
無
し
。
世
間
の
採
取
人
は
、
顛
狂
し
て
路
を
逐
う
て
走
る
。
余
則
ち
渠
の
為
に
説
け
ば
、
撫
掌

も

し
て
口
を
笑
破
す
。
忽
し
解
空
の
人
に
遇
え
ば
、
放
曠
し
て
林
藪
に
在
り
、
相
い
逢
う
て
生
げ
出
だ
さ
ざ
る
も
、
意
を
挙
ぐ
れ
ば
便
ち
有
る
こ
と
を
知
ら
ん
。

た
　
と

　
師
に
又
た
驪
竜
珠
吟
有
り
、
驪
竜
珠
、
驪
竜
珠
、
光
明
燦
爛
と
し
て
人
と
殊
る
。
十
方
世
界
に
求
む
る
処
無
く
、
縦
然
い
求
め
得
る
も
亦
た
珠
に
非
ず
。
珠

は
本
有
に
し
て
、
昇
沈
せ
ず
、
時
人
は
識
ら
ず
し
て
外
に
追
尋
す
。
行
き
て
天
涯
を
尽
く
し
て
自
ら
疲
極
す
、
如
か
ず
自
家
の
心
を
躰
取
せ
ん
に
は
。
求
覓

す
る
莫
れ
、
功
夫
を
損
せ
ん
、
転
た
求
め
転
た
覓
め
て
転
た
元
よ
り
無
し
。
恰
か
も
渇
鹿
の
陽
平
を
趁
う
が
如
く
、
又
た
狂
人
の
道
途
に
在
る
に
似
た
り
。
須

ら
く
自
ら
躰
す
べ
し
、
了
と
し
て
分
明
な
ら
ん
、
了
得
す
れ
ば
更
に
磨
瑩
す
る
を
用
い
ず
。
深
く
知
る
是
れ
人
間
に
得
る
な
ら
ず
、
六
類
及
び
生
霊
は
論
ず

る
に
非
ざ
る
こ
と
を
。
虚
し
く
意
を
用
い
れ
ば
、
精
神
を
損
す
、
如
か
ず
閑
処
し
て
繊
塵
を
絶
た
ん
に
は
。
心
を
停
め
意
を
息
め
て
珠
は
常
に
在
り
、
途
中

お

い 

え 

ど

に
向
い
て
別
に
人
に
問
う
莫
し
。
自
ら
迷
失
す
る
も
、
珠
は
元
よ
り
在
り
、
此
个
の
驪
竜
は
終
に
改
め
ず
。
五
陰
山
に
埋
在
す
る
と
雖
然
も
、
自
ら
是
れ
時
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人
の
懈
怠
を
生
ず
。
珠
を
識
ら
ず
、
毎
に
抛
擲
す
、
却
っ
て
驪
竜
前
に
向
っ
て
客
と
作
る
。
身
は
是
れ
主
人
公
な
る
こ
と
を
知
ら
ず
し
て
、
驪
竜
を
棄
却
し

て
別
処
に
覓
む
。
宝
を
認
取
す
れ
ば
、
自
家
の
珍
な
り
、
此
の
珠
は
元
よ
り
是
れ
本
来
人
。
拈
得
し
翫
弄
し
て
窮
尽
無
し
、
始
め
て
覚
る
驪
竜
本
よ
り
貧
な

ら
ざ
る
こ
と
を
。
若
し
能
く
驪
珠
を
暁
了
し
て
後
な
ら
ば
、
只
だ
這
の
驪
珠
は
我
が
身
に
在
る
の
み
。

・
非
論
　
・
・
・
は
言
わ
ず
も
が
な
。

　
師
に
弄
珠
吟
有
り
、
般
若
の
神
珠
は
妙
に
し
て
測
る
こ
と
難
く
、
法
性
海
中
に
親
し
く
認
得
す
。
隠
現
し
て
時
に
遊
ぶ
五
蘊
山
、
内
外
の
光
明
大
神
力
あ

り
。
此
の
珠
は
状
無
く
し
て
大
小
に
非
ず
、
昼
夜
円
明
に
し
て
悉
く
能
く
照
す
。
用
い
る
時
は
処
無
く
復
た
蹤
無
く
、
行
住
相
い
隨
っ
て
常
に
了
了
。
先
聖

相
い
伝
え
て
相
い
指
授
す
る
も
、
此
の
珠
を
信
ず
る
人
は
世
に
希
有
な
り
。
智
者
は
明
と
号
し
て
珠
を
離
れ
ず
、
迷
人
は
珠
を
将
っ
て
識
ら
ず
し
て
走
る
。
吾

が
師
は
権
り
に
指
し
て
摩
尼
に
喩
え
、
採
人
無
数
に
し
て
春
池
に
入
る
。
争
っ
て
瓦
礫
を
拈
じ
て
将
っ
て
宝
と
為
す
、
智
者
は
安
然
と
し
て
之
を
得
た
り
。
言

下
に
近
き
に
非
ず
亦
た
遠
き
に
非
ず
、
体
用
如
如
に
し
て
転
じ
て
転
ず
る
こ
と
無
し
。
万
機
に
珠
は
対
す
寸
心
の
中
、
一
切
時
中
巧
方
便
。
皇
帝
は
曽
つ
て

赤
水
に
遊
び
、
視
聴
争
い
求
む
る
も
都
べ
て
遂
げ
ず
。
罔
象
は
無
心
に
し
て
却
っ
て
珠
を
得
、
能
見
能
聞
は
是
れ
虚
偽
な
り
。
自
心
に
非
ず
、
因
縁
に
非
ず
、

妙
中
の
妙
玄
中
の
玄
。
森
羅
万
象
は
光
中
に
現
わ
れ
、
之
を
尋
ぬ
る
に
根
元
有
る
を
見
ず
。
六
賊
を
焼
き
、
四
魔
を
爍
す
、
能
く
我
山
を
摧
き
愛
河
を
竭
く

す
。
竜
女
は
霊
山
に
親
し
く
仏
に
献
じ
、
貧
児
は
衣
裏
に
し
て
狂
い
て
蹉
愴
す
。
亦
た
性
に
非
ず
、
亦
た
心
に
非
ず
、
性
に
非
ず
心
に
非
ず
し
て
古
今
を
超

ゆ
。
躰
は
名
言
を
絶
ち
て
名
づ
け
得
ず
、
時
を
権
り
て
題
し
て
弄
珠
吟
と
作
す
。

　
師
、
麻
浴
と
游
山
し
、
澗
辺
に
到
り
て
語
話
す
る
次
い
で
、
麻
谷
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
大
涅
槃
。
師
は
頭
を
廻
し
て
云
く
、
急
な
り
。
浴
曰
く
、
个

の
什
摩
に
か
急
な
る
。
師
云
く
、
澗
水
。

・
巻
十
六
南
泉
章「
問
、如
何
是
涅
槃
。
師
云
、清
猶
清
、
急
猶
急
、浮
沙
何
処
停
」。



一
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師
初
め
て
開
堂
せ
し
時
、
有
る
人
問
う
、
作
麼
生
か
語
話
す
れ
ば
即
ち
門
風
に
堕
せ
ざ
る
を
得
ん
。
師
曰
く
、
語
話
す
る
に
一
任
す
れ
ば
、
即
ち
門
風
に

墮
せ
じ
。
僧
云
く
、
便
ち
請
う
和
尚
語
話
せ
よ
。
師
曰
く
、
青
山
堅
水
は
相
い
似
ず
。

い
　
ず
　
こ

　
師
、
僧
を
勘
し
て
曰
く
、
什
摩
処
よ
り
か
来
た
る
。
対
え
て
曰
く
、
山
下
よ
り
来
た
れ
り
。
師
曰
く
、
喫
飯
せ
し
や
。
対
え
て
曰
く
、
喫
飯
し
了
れ
り
。
師

曰
く
、
飯
を
将
っ
て
闍
黎
に
与
え
て
喫
せ
し
め
る
底
の
人
は
、
還
た
眼
有
り
や
。
僧
無
対
。

　
有
る
人
の
匠
山
に
挙
似
す
。
匠
山
云
く
、
有
り
。
進
ん
で
曰
く
、
眼
は
什
摩
処
に
在
り
や
。
匠
山
曰
く
、
眼
は
頂
上
に
在
り
。
人
有
っ
て
此
の
語
を
持
し

て
洞
山
に
挙
似
す
。
洞
山
云
く
、
若
し
是
れ
匠
山
な
ら
ざ
れ
ば
、
い
か
で
か 

解
く
与
摩
に
道
わ
ん
。
僧
便
ち
問
う
、
作
麼
生
か
是
れ
頂
上
に
在
る
底
の
眼
。

洞
山
云
く
、
不
昧
向
上
。

　
招
慶
拈
じ
て
保
福
に
問
う
、
飯
を
将
っ
て
人
に
与
え
て
喫
せ
し
む
る
は
、
恩
を
感
ず
る
こ
と
は
則
ち
分
有
り
。
什
摩
と
為
て
か
却
っ
て
眼
を
具
せ
ざ
る
に

成
り
去
る
。
保
福
云
く
、
施
者
受
者
二
倶
に
瞎
漢
。
慶
云
く
、
忽
ち
人
有
っ
て
其
の
機
を
尽
く
し
来
た
ら
ば
、
還
た
瞎
漢
と
成
る
や
。
保
福
曰
く
、
和
尚
は

還
た
人
の
為
に
す
る
や
。
慶
云
く
、
某
甲
を
し
て
阿
誰
と
共
に
商
量
せ
し
め
ん
。
保
福
は
尋
い
で
後
に
曰
く
、
某
甲
を
瞎
漢
と
道
う
は
得
た
り
や
。

　
師
に
亦
た
如
意
頌
有
り
て
曰
く
、
真
如
な
る
如
意
宝
、
如
意
宝
な
る
真
如
。
森
羅
及
び
万
象
、
一
法
に
し
て
更
に
余
り
無
し
。
海
澄
み
て
孤
月
照
し
、
天

地
は
洞
然
と
し
て
虚
し
。
寂
寂
た
り
空
な
る
形
影
、
明
明
た
り
一
道
の
如
。

　
師
は
長
慶
三
年
癸
卯
の
歳
六
月
二
十
三
日
を
以
て
、
門
人
に
告
げ
て
湯
を
備
え
し
め
、
沐
し
訖
っ
て
云
く
、
吾
は
将
に
行
か
ん
と
す
、
と
。
乃
ち
笠
子
を

戴
せ
て
策
杖
し
、
入
禰
し
て
一
足
を
垂
れ
、
未
だ
地
に
至
ら
ず
し
て
逝
け
り
。
春
秋
八
十
六
、
智
通
大
師
妙
覚
の
塔
と
勅
諡
す
。
劉
軻
碑
文
を
撰
す
。

　
招
提
和
尚
、
石
頭
に
嗣
ぐ
、
師
諱
は
恵
朗
、
姓
は
歐
陽
、
韶
州
曲
江
の
人
な
り
。
年
十
三
に
し
て
駅
林
寺
の
摸
禅
師
の
処
に
於
い
て
出
家
す
。
十
七
に
し

て
衡
岳
に
遊
び
、
二
十
に
し
て
受
戒
し
、
乃
ち
虔
州
搜
公
山
に
往
き
て
大
寂
に
謁
す
。
大
寂
云
く
、
棄
は
来
た
り
て
何
を
か
求
む
る
。
対
え
て
曰
く
、
仏
知
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見
を
求
む
。
大
寂
曰
く
、
仏
に
知
見
無
し
、
知
見
は
乃
ち
魔
界
な
る
の
み
。
棄
は
南
岳
よ
り
来
た
る
も
、
未
だ
石
頭
の
曹
渓
の
心
要
を
見
ざ
る
に
似
た
る
の

み
。
汝
は
応
に
石
頭
に
却
帰
す
べ
し
。
師
は
遂
に
言
に
依
り
て
返
り
、
石
頭
に
造
れ
り
。
果
た
し
て
大
寂
の
言
に
応
じ
て
、
縁
に
契
い
て
悟
達
せ
り
。
招
提

を
出
で
ざ
る
も
の
三
十
余
年
、
因
り
て
招
提
朗
と
号
す
。
元
和
十
五
年
庚
子
の
歳
、
正
月
二
十
二
日
に
遷
化
せ
り
。
春
秋
八
十
三
、
僧
夏
六
十
四
な
り
き
。

　
薬
山
和
尚
、
石
頭
に
嗣
ぐ
。
朗
州
に
在
り
。
師
諱
は
惟
儼
、
姓
は
韓
、
絳
州
の
人
な
り
。
後
に
南
康
よ
り
年
十
七
に
し
て
潮
州
西
山
の
慧
照
禅
師
に
事
う
。

大
暦
八
年
衡
岳
寺
希
藻
律
師
よ
り
受
戒
す
。

　
師
は
一
朝
言
い
て
曰
く
、
大
丈
夫
は
当
に
法
を
離
れ
て
自
ら
浄
か
る
べ
し
。
焉
ん
ぞ
能
く
屑
屑
と
し
て
細
行
を
布
巾
に
事
と
せ
ん
や
、
と
。
即
ち
石
頭
大

師
に
謁
し
て
密
に
玄
旨
を
領
ぜ
り
。
師
は
貞
元
の
初
に
於
い
て
、
須
陽
の
籠
薬
山
に
居
す
。
因
り
て
薬
山
和
尚
と
号
す
。

ほ
ぼ

　
師
初
め
て
住
せ
し
時
、
村
公
に
就
い
て
牛
欄
を
乞
う
て
僧
堂
を
為
れ
り
。
住
す
る
こ
と
未
だ
多
時
を
得
ざ
る
に
近
二
十
来
人
有
り
。
忽
然
と
し
て
一
僧
の

か
れ

来
た
る
有
り
、
他
に
請
う
て
院
主
と
為
ら
し
む
。
漸
漸
に
し
て
近
四
五
十
人
有
り
、
所
在
迫
侠
す
。
後
山
の
上
に
就
い
て
小
屋
を
起
て
、
和
尚
を
請
し
去

り
、
上
頭
に
安
下
せ
し
む
。
和
尚
上
頭
又
転
転
師
僧
王
。

は 

じ 

め

　
其
の
院
主
の
僧
再
三
、
和
尚
に
為
人
説
法
せ
ん
こ
と
を
請
え
り
。
和
尚
は
一
二
度
は
許
さ
ず
。
第
三
度
に
し
て
方
始
て
許
し
を
得
た
り
。
院
主
は
便
ち
歓

喜
し
て
先
ず
大
衆
に
報
ぜ
り
。
大
衆
は
喜
び
自
ら
勝
え
ず
し
て
、
打
鐘
し
て
上
来
せ
り
。
僧
衆
纔
か
に
集
ま
る
や
、
和
尚
は
門
を
関
却
し
て
便
ち
丈
室
に
帰

れ
り
。
院
主
は
外
に
在
り
て
責
め
て
曰
く
、
和
尚
は
適
来
、
某
甲
に
為
人
す
る
こ
と
を
許
せ
り
。
如
今
什
摩
に
因
り
て
却
っ
て
為
人
せ
ず
し
て
某
甲
を
賺
す

い
　
ず
　
こ

や
。
師
曰
く
、
経
師
に
は
自
ら
経
師
の
在
る
有
り
、
論
師
に
は
自
ら
論
師
の
在
る
有
り
、
律
師
に
は
自
ら
律
師
の
在
る
有
り
。
因
主
恠
む
ら
く
、
貧
道
什
摩
処

に
か
此
れ
よ
り
後
従
容
せ
ん
。

し 

ん 

ぞ

い 

ぶ 

か

　
数
日
を
得
て
後
、
昇
座
す
。
便
ち
人
有
り
て
問
う
、
未
審
し
和
尚
は
什
摩
人
に
承
嗣
せ
る
や
。
師
曰
く
、
古
佛
殿
裏
に
一
行
の
字
を
拾
得
せ
り
。
進
ん
で

曰
く
、
一
行
の
字
は
什
摩
と
道
う
ぞ
。
師
曰
く
、
渠
は
我
に
似
ず
、
我
は
渠
に
似
ず
。
所
以
に
這
个
の
字
を
肯
う
。
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・
和
尚
上
頭
又
転
転
師
僧
王
　
本
文
に
乱
れ
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

・
纔
　
～
す
る
や
否
や
、～
し
た
と
た
ん
。

・
従
容
　
慫
慂
に
同
じ
。
誘
導
。

　
李
裁
相
公
来
た
り
て
和
尚
に
見
ゆ
。
和
尚
は
看
経
す
る
次
い
で
、
殊
に
采
顧
せ
ず
。
相
公
は
肯
え
て
礼
拝
せ
ず
、
乃
ち
軽
言
を
発
す
、
面
を
見
る
は
名
を

聞
く
に
如
か
ず
、
と
。
師
、
相
公
を
召
す
。
相
公
応
梭
す
。
師
曰
く
、
何
ぞ
耳
を
貴
ん
で
目
を
賎
し
む
こ
と
を
得
た
る
か
。
相
公
便
ち
礼
拝
し
、
起
ち
来
た

り
て
問
を
申
ぶ
、
如
何
な
る
か
是
れ
道
。
師
は
天
を
指
し
、
又
地
を
指
し
て
曰
く
、
雲
は
青
天
に
在
り
、
水
は
瓶
に
在
り
。
相
公
礼
拝
す
。

　
後
に
偈
を
以
て
曰
く
、
身
形
の
鶴
の
形
に
…
…
を
練
得
し
、
千
株
の
松
下
両
函
の
経
。
我
聞
…
…
天
…
…
、
水
は
瓶
に
在
り
。

・
殊
不
釆
顧
　
全
く
と
り
合
わ
な
か
っ
た
。

・
見
面
不
如
千
里
聞
名
　
会
っ
て
み
た
ら
噂
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。

・
貴
耳
而
賎
目
　
他
人
の
判
断
に
価
値
を
置
い
て
、
自
分
で
確
か
め
る
こ
と
を
し
な
い
。菩
提
達
摩
南
宗
定
是
非
論
に「
汝
但
知
貴
耳
賎
目
、重
古
軽
今
」

（
神
会
和
尚
遺
集
三
一
六
頁
）。

・
李
裁
の
偈
は
伝
灯
録
十
四
で
は
次
の
通
り
で
あ
る
。練
得
身
形
似
鶴
形
、
千
株
松
下
両
函
経
。我
来
問
道
無
余
説
、
雲
在
青
天
水
在
瓶
。

　
師
因
一
□
□
□
上
□
□
□
□
夜
而
大
笑
一
声
、
須
陽
東
来
、
去
□
山
九
十
里
□
□
人
、
其
夜
同
聞
笑
声
、
尽
曰
是
東
家
声
来
。
□
□
□
□
□
□
互
東
推
、
直

至
薬
山
。
徒
衆
曰
夜
聞
和
尚
山
頂
□
□
。
李
相
公
讃
曰
、
選
得
幽
居
衢
野
情
、
終
年
無
□
亦
無
□
。
有
時
直
上
孤
峯
頂
、
月
下
披
雲
笑
一
声
。

あ
ら
ゆ

・
伝
灯
録
は
次
の
通
り
で
あ
る
。師
は
一
夜
、
山
に
登
り
て
経
行
す
。
忽
ち
雲
の
開
け
て
月
を
見
、大
笑
一
声
せ
り
。
応
る
須
陽
の
東
九
十
許
里
の
居
民
は

尽
く
東
家
な
り
と
謂
え
り
。明
晨
、迭
相
し
て
推
問
す
る
に
、
直
に
薬
山
に
至
れ
り
。徒
衆
云
く
、昨
夜
、和
尚
山
頂
に
大
笑
せ
り
、と
。李
裁
再
び
詩
を

贈
っ
て
曰
く
、幽
居
を
選
び
得
て
野
情
に
衢
い
、
終
年
送
る
無
く
迎
う
る
無
し
。
有
る
時
直
に
上
る
孤
峯
頂
、月
下
に
雲
を
披
き
て
笑
う
こ
と
一
声
。
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相
公
□
し
て
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
戒
定
慧
。
師
曰
く
、
貧
道
が
這
裏
に
は
這
个
の
閑
家
具
無
し
。

　
問
う
、
己
事
未
だ
明
ら
め
ず
、
和
尚
の
旨
を
指
さ
ん
こ
と
を
乞
う
。
師
は
沈
吟
す
る
こ
と
良
久
し
て
曰
く
、
吾
れ
今
汝
が
為
に
一
句
を
道
う
こ
と
は
亦
た

難
か
ら
ず
、
只
だ
宜
し
く
汝
は
言
下
に
於
い
て
□
□
し
去
る
べ
し
。

・
伝
灯
録
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。僧
問
、己
事
未
明
、乞
和
尚
指
示
。
師
良
久
曰
、吾
今
為
汝
道
一
句
亦
不
難
、
只
宜
汝
於
言
下
便
見
去
、猶
較
些
子
。若
更

入
思
量
、却
成
吾
罪
過
。
不
如
且
各
合
口
、
免
相
累
及
。

　
師
因
み
に
沙
弥
を
喚
ぶ
。
道
吾
曰
く
、
沙
弥
童
行
を
用
い
て
什
摩
を
か
作
す
。
師
曰
く
、
這
个
有
る
が
為
な
り
。
吾
曰
く
、
何
ぞ
棄
却
せ
ざ
る
。
師
曰
く
、

有
り
来
た
る
こ
と
多
少
時
ぞ
。

　
師
因
み
に
石
頭
垂
語
し
て
曰
く
、
言
語
動
用
す
る
も
亦
た
勿
交
渉
。〔
師
〕
曰
く
、
言
語
動
用
す
る
こ
と
無
き
も
亦
た
勿
交
渉
。
石
頭
曰
く
、
這
裏
は
針
も

泝
不
入
。
師
曰
く
、
這
裏
は
石
上
に
花
を
栽
う
る
が
如
し
。

は

　
人
有
っ
て
拈
じ
て
柔
南
に
問
う
、
古
人
は
石
上
に
花
を
栽
う
。
意
は
作
麼
生
。
柔
南
曰
く
、
汝
の
大
い
に
瞻
る
に
伏
す
。
却
っ
て
曰
く
、
還
た
会
す
る
や
。

対
え
て
曰
く
、
会
せ
ず
。
云
く
、
癩
人
の
猪
肉
を
喫
す
。

・
勿
交
渉
　
全
く
無
縁
。

・
石
上
栽
花
　
石
の
上
に
花
を
咲
か
せ
る
。
言
葉
も
行
動
も
届
か
な
い
秘
奥
の
消
息
を
開
示
す
る
手
な
み
。

　
師
、
僧
に
問
う
、
近
ご
ろ
什
摩
処
を
離
れ
し
や
。
対
え
て
曰
く
、
近
ご
ろ
百
丈
を
離
れ
た
り
。
師
曰
く
、
海
師
兄
は
一
日
十
二
時
中
、
師
僧
の
為
に
什
摩
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の
法
を
説
く
や
。
対
え
て
曰
く
、
或
い
は
曰
く
六
句
外
に
会
取
せ
よ
、
と
。
或
い
は
曰
く
、
未
だ
玄
鑒
を
得
ざ
る
者
は
且
く
了
義
教
に
依
れ
、
猶
お
相
い
親

し
む
分
有
ら
ん
、
と
。
師
曰
く
、
三
千
里
外
、
且
く
喜
ぶ
、
勿
交
渉
な
る
こ
と
を
得
た
る
こ
と
を
。

・
且
喜
得
勿
交
渉
　
お
見
事
な
す
か
た
ん
だ
。見
当
ち
が
い
を
冷
や
か
す
言
い
方
。

　
師
帯
刀
し
て
行
く
次
い
で
、
道
吾
問
う
、
背
後
底
は
是
れ
什
摩
ぞ
。
師
は
抜
刀
し
て
便
ち
驀
口
に
斫
る
。

・
驀
口
　
口
め
が
け
て
ま
っ
こ
う
に
。

　
師
夜
点
火
せ
ず
。
僧
立
つ
次
い
で
、
師
乃
ち
曰
く
、
我
に
一
句
子
有
り
、
特
牛
の
児
を
生
む
を
待
ち
て
即
ち
汝
が
為
に
説
か
ん
。
僧
曰
く
、
特
牛
児
を
生

み
了
れ
り
。
只
だ
是
れ
和
尚
説
か
ざ
る
の
み
。
師
便
ち
火
を
索
む
。
火
来
た
れ
り
。
僧
便
ち
身
を
抽
い
て
衆
に
入
る
。

　
後
、
雲
嵒
の
洞
山
に
挙
似
す
。
洞
山
曰
く
、
此
の
僧
は
却
っ
て
道
理
を
見
た
り
。
只
だ
是
れ
肯
え
て
礼
拝
せ
ざ
る
の
み
。

　
僧
拈
じ
て
長
慶
に
問
う
、
既
に
是
れ
見
る
、
什
摩
と
為
て
か
肯
え
て
礼
拝
せ
ざ
る
。
慶
曰
く
、
只
だ
無
礼
な
る
が
為
の
み
。

ほ
　
っ

　
白
蓮
拈
じ
て
僧
に
問
う
、
既
に
道
理
を
見
た
る
に
、
什
摩
と
為
て
か
肯
え
て
礼
せ
ざ
る
。
無
対
。
白
蓮
代
っ
て
曰
く
、
更
に
出
頭
す
る
を
欲
得
せ
ず
。

　
師
又
の
時
に
沙
弥
を
喚
ぶ
。
雲
嵒
曰
く
、
他
を
喚
ん
で
什
摩
を
か
作
す
。
師
曰
く
、
我
に
折
脚
の
鐺
子
有
り
、
伊
の
堤
上
堤
下
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
嵒
曰

く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
則
ち
某
甲
と
和
尚
と
、
一
人
一
手
を
出
だ
さ
ん
。

・
鐺
子
　
三
本
脚
の
付
い
た
な
べ
。そ
の
脚
が
折
れ
て
使
い
物
に
な
ら
な
い
も
の
を
無
功
用
の
当
体
に
喩
え
る
。

　
師
又
の
時
に
僧
に
問
う
、
汝
は
諸
方
に
行
脚
し
来
た
れ
り
、
難
得
底
の
物
を
覓
取
し
来
た
る
や
。
僧
の
対
え
は
中
た
ら
ず
。
師
曰
く
、
什
摩
の
用
を
か
作

す
に
堪
え
ん
。
師
代
っ
て
曰
く
、
閨
閤
の
滞
す
る
所
に
縁
ら
ず
し
て
、
覓
め
来
た
る
こ
と
久
し
。



祖
堂
集
巻
第
四

一
〇
五

　
師
、
雲
嵒
に
問
う
、
什
摩
を
か
作
す
。
対
え
て
曰
く
、
擔
水
す
。
師
曰
く
、
那
个
尼
。
対
え
て
曰
く
、
在
り
。
師
曰
く
、
棄
は
来
去
し
て
阿
誰
の
為
に
か

す
る
。
対
え
て
曰
く
、
渠
に
替
り
て
東
西
す
。
師
曰
く
、
何
ぞ
伊
を
し
て
並
頭
し
て
行
か
し
め
ざ
る
。
対
え
て
曰
く
、
和
尚
、
他
を
謾
る
こ
と
莫
れ
。
師
曰

く
、
合
に
与
摩
に
道
う
べ
か
ら
ず
。
師
代
っ
て
曰
く
、
還
た
曽
つ
て
擔
擔
せ
し
や
。

・
尼
　
詰
問
の
語
の
余
声
。
在
、
弸
、
機
と
も
書
く
。

・
東
西
　
出
あ
る
く
。

　
師
有
る
時
曰
く
、
我
に
一
句
子
有
り
、
未
だ
曽
つ
て
人
に
向
っ
て
説
か
ず
。
道
吾
曰
く
、
相
い
随
い
来
た
れ
り
。

か 

し 

こ

　
師
、
僧
に
問
う
、
汝
は
什
摩
処
よ
り
か
来
た
る
。
対
え
て
曰
く
、
南
泉
よ
り
来
た
る
。
師
曰
く
、
彼
中
に
有
る
こ
と
多
少
時
ぞ
。
対
え
て
曰
く
、
冬
を
経

て
夏
を
過
せ
り
。
師
曰
く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
一
頭
の
水
簒
牛
と
作
り
去
り
し
な
ら
ん
。
対
え
て
曰
く
、
彼
中
に
在
り
と
雖
も
曽
つ
て
他
の
食
堂
に
上
ら
ざ

り
き
。
師
曰
く
、
只
だ
東
西
の
風
を
喫
す
る
の
み
な
る
可
か
ら
ず
。
対
え
て
曰
く
、
錯
る
こ
と
莫
れ
、
和
尚
は
自
ら
人
の
匙
筋
を
把
る
在
る
有
り
。

す
で

　
雲
嵒
問
う
、
一
句
子
は
如
何
に
し
て
か
言
説
せ
ん
。
師
曰
く
、
言
説
に
非
ず
。
道
吾
曰
く
、
早
に
説
き
了
れ
り
。

　
雲
嵒
因
み
に
百
丈
斎
を
乞
う
。
師
問
う
、
陰
界
は
喫
せ
ず
、
乞
う
て
阿
誰
に
か
与
う
。
対
え
て
曰
く
、
一
人
の
要
す
る
有
り
。

　
因
み
に
于
迪
相
公
、
紫
玉
に
問
う
、
仏
法
の
至
理
は
如
何
ん
。
玉
、
相
公
の
名
を
召
す
。
相
公
応
梭
す
。
玉
曰
く
、
更
に
別
に
求
む
る
こ
と
莫
れ
。
師
聞

き
て
挙
し
て
曰
く
、
這
个
の
漢
を
摶
殺
せ
よ
。
僧
便
ち
問
う
、
師
は
如
何
ん
。
師
代
っ
て
曰
く
、
是
れ
什
摩
ぞ
。
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院
主
、
和
尚
に
報
じ
て
鍾
を
打
つ
や
、
和
尚
に
上
堂
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
云
く
、
汝
は
我
が
与
に
鉢
盂
を
生
げ
来
た
れ
。
院
主
会
せ
ず
。
雲
嵒
云
く
、
和

む
な

尚
は
手
脚
無
く
し
て
来
た
る
こ
と
多
少
時
ぞ
。
師
曰
く
、
汝
は
只
だ
是
れ
枉
し
く
袈
裟
を
被
る
の
み
。
嵒
曰
く
、
某
甲
は
只
だ
与
摩
、
和
尚
は
如
何
ん
。
師

曰
く
、
我
に
這
个
の
眷
属
無
し
。

・
上
堂
　
法
堂
に
行
く
こ
と
と
共
に
、
食
堂
に
行
く
こ
と
を
も
い
う
。

・
枉
　
む
な
し
く
、
徒
ら
に
。

　
師
、
園
頭
に
問
う
、
什
摩
を
か
作
し
来
た
る
。
対
え
て
曰
く
、
菜
を
栽
え
来
た
れ
り
。
師
曰
く
、
栽
う
る
こ
と
は
則
ち
汝
を
障
え
ず
、
根
を
し
て
生
ぜ
し

む
る
こ
と
莫
れ
。
園
頭
曰
く
、
既
に
根
を
し
て
生
ぜ
し
め
ず
、
大
衆
は
个
の
什
摩
を
か
喫
せ
ん
。
師
曰
く
、
棄
に
還
た
口
有
り
や
。

　
師
は
一
の
佛
の
字
を
書
き
て
道
吾
に
問
う
、
是
れ
什
摩
の
字
ぞ
。
吾
曰
く
、
是
れ
佛
の
字
な
り
。
師
曰
く
、
咄
、
這
の
多
口
の
阿
師
。
千
仏
代
っ
て
叉
手

し
退
後
し
て
立
つ
。
又
た
薬
山
の
第
二
機
に
代
っ
て
曰
く
、
錯
。

・
多
口
阿
師
　
お
し
ゃ
べ
り
坊
主
。

・
代
薬
山
第
二
機
　
咄
這
多
口
阿
師
に
代
語
す
る
。

　
僧
有
り
薬
山
に
在
り
て
三
年
飯
頭
と
作
る
。
師
問
う
、
汝
は
此
間
に
在
る
こ
と
多
少
時
ぞ
。
対
え
て
曰
く
、
三
年
な
り
。
師
曰
く
、
我
は
惣
に
汝
を
識
ら

ず
。
其
の
僧
会
せ
ず
、
恨
み
て
発
し
去
れ
り
。

　
問
う
、
学
人
に
疑
い
有
り
、
請
う
師
決
せ
よ
。
師
曰
く
、
且
ら
く
上
堂
の
時
の
来
た
る
を
待
た
ん
。
師
は
晩
際
上
堂
し
て
曰
く
、
今
日
僧
の
疑
い
を
決
せ

ん
と
す
る
有
り
、
什
摩
処
に
か
在
る
、
出
で
来
た
れ
。
其
の
僧
纔
か
に
出
で
来
た
る
や
、
師
は
便
ち
托
出
し
て
却
っ
て
房
丈
に
入
れ
り
。
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師
行
く
次
い
で
、
雲
嵒
避
け
て
辺
側
に
立
ち
、
師
の
到
る
を
待
ち
て
云
く
、
後
底
、
後
底
。
師
便
ち
驀
口
に
醇
す
。

・
醇
　
げ
ん
こ
つ
を
喰
わ
す
。

そ

　
問
う
、
如
何
に
し
て
か
諸
の
境
惑
を
被
ら
ざ
る
を
得
ん
。
師
曰
く
、
他
を
聴
す
も
何
ぞ
棄
を
碍
げ
ん
。
僧
曰
く
、
学
人
会
せ
ず
、
此
の
意
は
如
何
ん
。
師

曰
く
、
何
の
境
か
棄
を
惑
わ
す
。

　
問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
道
中
に
宝
を
指
す
。
師
曰
く
、
撤
曲
す
る
こ
と
莫
れ
。
進
ん
で
曰
く
、
撤
曲
せ
ざ
る
時
は
如
何
ん
。
師
曰
く
、
国
を
傾
く
る
も

換
え
ず
。

な

　
道
吾
和
尚
は
四
十
六
に
し
て
方
始
め
て
出
家
す
。
俗
姓
は
王
、
鍾
陵
建
昌
県
の
人
な
り
。
雲
嵒
先
に
出
家
し
、
百
丈
に
在
り
て
侍
者
と
造
る
。
道
吾
は
屋

裏
に
在
り
。
探
官
を
報
じ
て
一
日
に
五
百
里
を
行
き
得
た
り
。
恰
も
百
丈
の
荘
頭
に
到
り
て
喫
飯
せ
ん
こ
と
を
討
む
。
当
時
侍
者
も
亦
た
荘
頭
に
下
り
た
り
。

荘
主
は
侍
者
を
喚
ん
で
客
に
対
せ
し
む
。
侍
者
来
た
り
て
相
看
し
、
一
切
せ
し
後
に
便
ち
問
う
、
将
軍
は
是
れ
什
摩
処
の
人
ぞ
。
曰
く
、
鍾
陵
建
昌
の
人
な

り
。
貴
姓
は
什
摩
ぞ
。
対
え
て
曰
く
、
姓
は
王
な
り
。
侍
者
は
便
ち
家
兄
な
る
こ
と
を
認
得
し
て
、
便
ち
手
を
把
っ
て
啼
哭
し
て
云
く
、
嬢
は
在
り
や
。
対

え
て
曰
く
、
師
兄
を
憶
う
て
哭
す
る
こ
と
太
搬
し
く
、
一
隻
眼
を
失
却
し
て
下
世
し
去
れ
り
。

　
侍
者
は
消
息
を
得
て
、
当
日
便
ち
百
丈
に
上
れ
り
。
侍
者
は
兄
を
領
し
て
和
尚
に
参
じ
、
一
切
せ
し
後
に
侍
者
便
ち
和
尚
に
諮
白
す
、
這
个
は
是
れ
某
甲

の
兄
に
し
て
、
師
に
投
じ
て
出
家
せ
ん
と
欲
す
、
還
た
得
た
り
や
。
百
丈
曰
く
、
某
に
投
じ
て
出
家
す
る
こ
と
は
得
ず
。
侍
者
曰
く
、
作
麼
生
な
ら
ば
即
ち

是
な
ら
ん
。
百
丈
曰
く
、
師
伯
の
処
に
投
じ
て
出
家
せ
よ
。

　
侍
者
は
領
し
て
師
伯
の
処
に
去
き
、
具
さ
に
前
事
を
陳
べ
た
り
。
師
伯
便
ち
許
せ
り
。
兄
は
投
じ
て
出
家
せ
り
。
後
に
侍
者
は
師
弟
を
領
し
て
入
京
し
、
受
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戒
せ
し
め
了
っ
て
却
っ
て
転
じ
来
た
っ
て
百
丈
に
近
づ
き
、
両
人
坐
地
し
て
歇
息
す
る
次
い
で
、
道
吾
起
ち
来
た
っ
て
礼
拝
し
て
曰
く
、
某
甲
に
一
段
の
事

有
り
、
問
わ
ん
と
欲
す
る
こ
と
多
時
な
る
も
未
だ
其
の
便
を
得
ず
。
今
日
幸
有
り
、
啓
し
て
師
兄
に
問
わ
ん
、
還
た
得
た
り
や
。
嵒
曰
く
、
什
摩
の
事
有
り

や
。
吾
便
ち
問
う
、
這
个
の
穀
漏
子
を
離
却
し
て
後
、
師
兄
と
什
摩
処
に
か
相
見
す
る
を
得
ん
。
嵒
曰
く
、
不
生
不
滅
の
処
に
相
見
せ
ん
。
吾
曰
く
、
草
裏

に
人
無
し
と
道
う
こ
と
莫
れ
、
自
ら
鑒
人
有
り
。
嵒
曰
く
、
作
摩
、
是
れ
棄
は
嶐
頭
の
痕
子
す
ら
尚
お
猶
お
在
る
に
、
這
个
の
身
心
有
り
。
吾
曰
く
、
師
兄

に
啓
す
、
這
个
の
言
詞
を
下
す
こ
と
莫
れ
、
仏
法
は
僧
俗
に
在
ら
ず
。
嵒
便
ち
問
う
、
与
摩
な
ら
ば
理
長
ず
れ
ば
則
ち
就
く
。
師
弟
作
麼
生
。
吾
曰
く
、
不

生
不
滅
の
処
に
非
ざ
る
も
亦
た
相
見
を
求
め
ず
。
雲
嵒
後
に
曰
く
、
灼
然
た
り
是
れ
棄
は
眼
目
の
与
摩
に
細
な
る
こ
と
を
得
た
る
こ
と
。
便
ち
百
丈
に
帰
り

て
一
年
を
過
ぎ
得
た
り
。

・
坐
地
　
二
字
で
坐
る
と
い
う
意
。
地
は
意
味
の
な
い
接
尾
語
。

・
穀
漏
子
　
食
べ
た
穀
物
が
通
り
抜
け
る
だ
け
の
身
と
い
う
意
で
、身
体
を
さ
げ
す
ん
で
い
う
。

・
理
長
則
就
　
こ
の
方
が
筋
が
通
っ
て
い
る
と
見
た
ら
、
そ
れ
に
加
担
す
る
。

　
後
に
道
吾
は
百
丈
を
辞
し
て
便
ち
薬
山
に
到
れ
り
。
薬
山
問
う
、
一
句
子
云
何
が
言
説
す
る
。
吾
曰
く
、
一
人
有
っ
て
惣
に
曽
つ
て
言
説
せ
ず
。
師
曰
く
、

大
蔵
小
蔵
は
何
よ
り
か
来
た
れ
る
。
吾
曰
く
、
傍
出
す
。
師
は
甚
だ
之
を
奇
と
せ
り
。
此
れ
に
因
り
て
学
禅
し
て
滋
味
を
得
て
よ
り
後
、
只
だ
師
兄
の
来
た

ら
ん
こ
と
を
観
望
す
る
の
み
。

　
一
日
有
っ
て
書
を
造
れ
り
。
書
上
に
説
く
、
石
頭
は
是
れ
眞
金
鋪
、
江
西
は
是
れ
雜
貨
鋪
。
師
兄
は
彼
中
に
在
り
て
堕
根
し
て
作
摩
を
か
作
す
。
千
万
千

万
速
や
か
に
来
た
れ
速
や
か
に
来
た
れ
、
と
。
雲
嵒
は
這
个
の
信
を
得
て
よ
り
後
、
只
管
に
憂
慮
せ
り
。

　
一
日
有
っ
て
和
尚
の
身
辺
に
在
っ
て
侍
立
し
、
直
に
三
更
に
到
れ
り
。
和
尚
曰
く
、
且
ら
く
歇
え
。
嵒
去
ら
ず
。
和
尚
曰
く
、
棄
は
什
摩
の
事
有
っ
て
顔

容
痩
悪
せ
る
や
。
恰
も
肚
裏
に
事
有
る
に
似
た
り
。
事
有
ら
ば
但
だ
説
け
。
雲
嵒
云
く
、
事
無
し
。
和
尚
曰
く
、
是
れ
智
闍
黎
の
信
を
得
た
る
こ
と
莫
し
や
。

嵒
云
く
、
不
敢
。
百
丈
は
道
吾
の
信
を
索
め
た
り
。
嵒
便
ち
取
り
て
和
尚
に
呈
似
せ
り
。
和
尚
見
了
っ
て
云
く
、
灼
然
た
り
、
是
れ
我
を
生
む
者
は
父
母
、
我
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を
成
す
者
は
朋
友
な
る
こ
と
。
棄
は
我
が
這
裏
に
在
る
を
用
い
ず
、
便
ち
速
や
か
に
去
け
。
嵒
曰
く
、
敢
え
て
去
か
ず
。
百
丈
曰
く
、
我
に
書
有
り
兼
ね
て

信
物
有
り
、
薬
山
尊
者
に
送
ら
ん
と
欲
得
す
。
棄
は
書
を
持
し
て
速
や
か
に
去
け
。

　
雲
嵒
は
師
の
処
分
を
奉
じ
て
書
を
持
し
て
薬
山
に
到
れ
り
。
道
吾
相
い
接
引
し
て
和
尚
の
処
に
去
く
。
書
を
達
し
、
一
切
し
了
り
て
後
薬
山
問
う
、
海
師

兄
は
尋
常
什
摩
の
法
を
説
く
や
。
対
え
て
曰
く
、
三
句
外
に
省
し
去
れ
。
亦
た
曰
く
、
六
句
外
に
会
取
せ
よ
、
と
。
師
兄
曰
く
、
三
千
里
外
、
且
く
勿
交
渉

な
る
を
得
た
る
こ
と
を
喜
ぶ
。

　
又
た
問
う
、
更
に
什
摩
の
言
句
有
り
や
。
対
え
て
曰
く
、
時
有
っ
て
説
法
し
了
り
、
大
衆
下
堂
す
る
次
い
で
、
師
、
大
衆
を
召
す
。
大
衆
、
首
を
廻
ら
す
。

師
曰
く
、
是
れ
什
摩
ぞ
。
薬
山
曰
く
、
何
ぞ
早
く
道
わ
ざ
る
。
海
兄
は
猶
お
在
り
。
汝
に
因
り
て
百
丈
を
識
得
せ
り
。

・
堕
根
　
居
す
わ
る
。

・
生
我
者
父
母
成
我
者
朋
友
　
列
子
力
命
篇
に
管
仲
の
語
と
さ
れ
る「
生
我
者
父
母
、知
我
者
鮑
叔
也
」と
い
う
語
の
も
じ
り
で
あ
ろ
う
。

・
処
分
　
言
い
つ
け
。

　
師
、
雲
嵒
に
問
う
、
目
前
の
生
死
如
何
ん
。
対
え
て
曰
く
、
目
前
に
生
死
無
し
。
師
曰
く
、
二
十
年
百
丈
に
在
り
て
、
俗
気
も
也
た
未
だ
除
か
ず
。
嵒
却
っ

て
問
う
、
某
甲
は
則
ち
此
く
の
如
し
。
和
尚
は
如
何
ん
。
師
曰
く
、
蔭
蔭
拳
拳
、
羸
羸
垂
垂
、
百
醜
千
拙
、
且
ら
く
与
摩
に
時
を
過
ご
す
。

　
此
れ
よ
り
師
弟
と
共
に
逓
相
に
成
持
す
。

・
成
持
　
計
ら
っ
て
や
る
。育
成
す
る
。

　
雲
嵒
後
に
一
日
有
っ
て
薬
山
を
辞
す
。
薬
山
問
う
、
什
摩
処
か
に
去
く
。
対
え
て
曰
く
、
匠
山
師
兄
の
処
に
去
か
ん
と
欲
す
。
師
曰
く
、
什
摩
事
の
為
に

ね 

が 

い

す
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
某
甲
、
匠
山
と
百
丈
に
在
り
し
時
に
一
願
在
り
。
什
摩
を
願
道
し
や
。
対
え
て
曰
く
、
某
等
両
人
曾
つ
て
百
丈
に
あ
り
し
と
き
、
匠
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山
和
尚
は
典
座
と
造
り
、
某
甲
は
侍
者
と
造
り
、
左
右
を
離
れ
ず
し
て
和
尚
を
佐
副
せ
ん
と
す
。
在
後
、
本
願
に
違
い
、
忖
井
の
事
を
説
破
せ
ん
と
欲
得
す
。

師
即
ち
許
す
。
嵒
便
ち
下
山
す
。
道
吾
は
衣
鉢
を
担
い
て
、
送
り
て
橋
亭
に
到
る
。
後
却
っ
て
転
じ
来
た
り
、
和
尚
に
不
審
す
。
和
尚
曰
く
、
師
兄
を
送
り

去
り
来
た
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
送
り
了
れ
り
。
道
吾
却
っ
て
問
う
、
師
兄
は
師
の
左
右
を
離
る
、
還
た
得
た
り
や
。
師
曰
く
、
智
闍
黎
、
何
ぞ
必
ず
し
も

い
な

此
の
問
有
ら
ん
。
多
少
の
年
の
圧
膝
の
道
伴
、
何
事
か
造
作
せ
ず
、
何
事
か
商
量
せ
ざ
る
。
更
に
問
う
を
用
い
ず
。
道
吾
云
く
、
無
。
和
尚
の
一
言
は
後
来

も
　
し

の
為
に
是
れ
標
榜
た
る
に
堪
う
。
和
尚
の
一
言
を
乞
う
。
師
曰
く
、
若
也
此
く
の
如
け
れ
ば
、
我
は
則
ち
汝
の
与
に
道
わ
ん
、
眼
は
則
ち
有
る
な
り
、
只
だ

濤
汰
を
欠
く
の
み
。
道
吾
は
此
の
語
を
聞
き
、
当
夜
に
便
ち
発
し
、
明
朝
に
山
下
の
村
院
に
到
り
て
師
兄
に
見
う
る
を
得
た
り
。
薬
山
の
語
を
説
き
了
り
て

相
い
共
に
転
じ
て
薬
山
に
来
た
り
、
直
に
歿
る
に
到
る
ま
で
離
れ
ざ
り
き
。

　
眞
覚
大
師
挙
し
て
玄
晤
大
師
に
問
う
、
眼
門
よ
り
光
を
放
ち
、
山
河
を
照
破
し
、
山
河
大
地
は
眼
光
を
碍
げ
ず
。
此
の
人
は
過
の
什
摩
処
に
在
り
て
、
只

た
　
と

だ
濤
汰
を
欠
く
の
み
な
る
や
。
玄
晤
大
師
曰
く
、
両
人
を
除
却
し
、
此
れ
を
降
る
よ
り
已
下
は
、
任
棄
い
大
悟
し
去
る
も
也
た
須
ら
く
濤
汰
す
べ
し
。
進
ん

で
曰
く
、
此
れ
は
是
れ
什
摩
人
ぞ
。
対
え
て
曰
く
、
西
天
は
是
れ
一
人
、
唐
土
は
是
れ
一
人
。
進
ん
で
曰
く
、
西
天
の
一
人
は
是
れ
什
摩
人
ぞ
。
対
え
て
曰

く
、
維
摩
居
士
。
唐
土
は
是
れ
什
摩
人
ぞ
。
云
く
、
雙
林
の
傅
大
士
。
進
ん
で
曰
く
、
此
の
両
人
は
什
摩
の
時
節
因
縁
を
被
り
て
即
ち
濤
汰
せ
ざ
る
や
。
対

え
て
曰
く
、
泝
悍
な
る
こ
と
は
則
ち
老
兄
に
過
ぐ
。

・
維
摩
居
士
、
傅
大
士
　
臨
済
録「
上
堂
。
云
、
一
人
在
孤
峯
頂
上
、
無
出
身
之
路
。
一
人
在
十
字
街
頭
、
亦
無
向
背
。
那
箇
在
前
、
那
箇
在
後
。不
作
維
摩

詰
、不
作
傅
大
士
。珍
重
。」

・
泝
悍
　
ぶ
し
つ
け
な
こ
と
を
す
る
。祖
庭
事
苑
七
に
考
証
が
あ
る
。ま
た
雑
抄
に「
世
上
略
有
十
種
箚
室
之
事
」
と
い
う
章
が
あ
る
。

　
此
は
是
れ
竜
花
の
挙
な
り
。
若
し
祖
堂
の
挙
に
依
ら
ば
、

・
こ
れ
は
割
注
で
あ
る
。「
此
」
と
い
う
の
は
「
道
吾
和
尚
四
十
六
方
始
出
家
」以
下
を
指
す
で
あ
ろ
う
。「
竜
花
」
と
い
う
の
は
斉
雲
霊
照（
巻
十
一
に
伝
あ
り
）

の
こ
と
で
、東
国
出
身
で
あ
る
。そ
の
人
の
も
た
ら
し
た
資
料
を
挿
入
し
た
わ
け
で
あ
る
。「
祖
堂
」
と
い
う
の
が
編
纂
者
を
指
す
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
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。
挿
入
部
分
に
対
応
さ
せ
て
い
る
の
は
次
の
一
則
の
み
と
思
わ
れ
る
。お

　
雲
嵒
不
安
の
時
、
道
吾
問
う
、
這
个
の
穀
漏
子
を
離
却
し
て
、
什
摩
の
処
に
向
い
て
か
再
び
相
見
す
る
こ
と
を
得
ん
。
嵒
曰
く
、
不
生
不
滅
の
処
に
相
見

せ
ん
。
吾
曰
く
、
何
ぞ
璧
わ
ざ
る
、
不
生
不
滅
の
処
に
も
亦
た
相
見
す
る
こ
と
を
求
め
ず
、
と
。

　
師
は
、
雲
嵒
に
問
う
、
馬
に
角
有
り
、
棄
は
還
た
見
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
有
り
、
見
ん
と
要
し
て
什
摩
を
か
作
す
。
師
曰
く
、
与
摩
な
れ
ば
則
ち
好
馬

な
り
。
対
え
て
曰
く
、
若
し
是
れ
好
馬
な
ら
ば
則
ち
将
き
出
だ
し
去
れ
。

や

　
師
、
一
日
有
っ
て
看
経
す
る
次
い
で
、
白
顔
問
う
、
和
尚
、
看
経
す
る
こ
と
を
休
得
め
よ
。
人
を
攤
す
る
を
用
い
ざ
れ
、
得
た
り
や
。
師
は
経
を
巻
却
し

て
白
顔
に
問
う
、
日
勢
は
何
以
ん
。
対
え
て
曰
く
、
正
し
く
午
時
に
当
れ
り
。
師
曰
く
、
猶
お
紋
綵
の
在
る
有
り
。
対
え
て
曰
く
、
無
き
こ
と
も
亦
た
無
し
。

は 

な 

は

師
曰
く
、
棄
は
大
搬
だ
聡
明
な
り
。
却
っ
て
師
に
問
う
、
某
甲
は
此
く
の
如
し
、
和
尚
は
如
何
ん
。
師
曰
く
、
蔭
蔭
拳
拳
、
羸
羸
垂
垂
、
百
醜
千
拙
、
且
ら

く
与
摩
に
時
を
過
ご
す
。

・
後
出
す
る
よ
う
に
、
薬
山
和
尚
は
日
頃
看
経
す
る
こ
と
を
許
さ
な
か
っ
た
。

・
不
用
攤
人
得
也
　
攤
の
字
が
未
詳
。伝
灯
録
七
柏
巌
章
で
は「
和
尚
莫
慥
人
好
」と
な
っ
て
い
る
。

・
猶
有
絞
綵
在
　
そ
れ
と
見
て
取
れ
る
し
る
し
が
ま
だ
振
っ
き
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
。

・
無
亦
無
　
伝
灯
録
は「
某
甲
無
亦
無
」。

　
茗
渓
和
尚
、
師
に
た
い
し
て
説
話
し
て
去
る
。
後
に
師
は
雲
嵒
に
向
っ
て
曰
く
、
茗
渓
は
向
上
曽
つ
て
節
察
と
為
り
来
た
る
。
嵒
却
っ
て
問
う
、
和
尚
は

向
上
曽
つ
て
什
摩
と
為
り
し
や
。
師
曰
く
、
蔭
蔭
拳
拳
、
羸
羸
垂
垂
、
百
醜
千
拙
、
且
ら
く
与
摩
に
時
を
過
せ
り
。
嵒
礼
拝
し
て
出
で
去
り
、
道
吾
に
向
っ
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て
因
縁
を
拈
起
せ
り
。
吾
曰
く
、
好
話
な
る
も
只
だ
一
問
を
欠
く
。
嵒
云
く
、
作
麼
生
か
問
わ
ん
。
道
吾
云
く
、
何
が
故
に
此
く
の
如
き
や
。
嵒
纔
か
に
个

の
問
頭
を
得
る
や
、
便
ち
和
尚
の
処
に
去
き
て
、
前
問
を
続
ぐ
、
何
が
故
に
此
く
の
如
き
や
。
師
曰
く
、
書
巻
は
曽
つ
て
展
べ
ず
。
後
に
人
有
っ
て
石
霜
に

挙
似
す
。
石
霜
曰
く
、
曽
つ
て
他
の
書
巻
を
展
べ
ず
。

そ

　
又
の
時
に
侍
者
、
和
尚
の
薬
食
を
喫
せ
ん
こ
と
を
請
え
り
。
師
曰
く
、
喫
せ
ず
。
進
ん
で
曰
く
、
什
摩
と
為
し
て
か
喫
せ
ざ
る
。
師
曰
く
、
他
を
消
し
得

ず
。
進
ん
で
曰
く
、
什
摩
人
か
消
し
得
る
。
師
曰
く
、
優
婆
夷
を
犯
さ
ざ
る
者
。
進
ん
で
曰
く
、
和
尚
は
什
摩
と
為
て
か
他
を
消
し
得
ざ
る
。
師
は
綿
巻
子

を
拈
起
し
て
曰
く
、
這
个
を
争
奈
何
ん
せ
ん
。

・
綿
巻
子
　
未
詳
。

　
雲
嵒
、
師
の
浴
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
師
曰
く
、
我
は
浴
せ
ず
。
進
ん
で
曰
く
、
什
摩
と
為
て
か
浴
せ
ざ
る
。
師
曰
く
、
無
垢
。
進
ん
で
曰
く
、
無
垢
な
ら

か
　
く

ば
却
っ
て
須
ら
く
浴
す
べ
し
。
師
曰
く
、
這
の
蒼
生
、
無
垢
に
し
て
什
摩
を
か
浴
せ
ん
。
嵒
曰
く
、
如
許
ば
か
り
多
き
孔
竅
を
争
那
何
ん
せ
ん
。

あ

　
師
、
東
国
の
僧
を
勘
す
。
汝
は
年
は
多
少
ぞ
。
対
え
て
曰
く
、
七
十
八
。
師
曰
く
、
可
に
年
七
十
八
な
り
や
。
対
え
て
曰
く
、
是
な
り
。
師
便
ち
之
を
打

つ
。

　
後
に
人
有
っ
て
拈
じ
て
曹
山
に
問
う
、
作
麼
生
か
祇
対
す
れ
ば
薬
山
の
之
を
打
つ
を
免
れ
得
ん
。
曹
山
曰
く
、
正
に
天
子
の
勅
を
銜
み
て
、
諸
候
は
路
傍

に
避
く
。
進
ん
で
曰
く
、
只
だ
上
座
の
如
き
は
、
過
は
什
摩
の
処
に
か
在
る
。
曹
山
云
く
、
前
鏘
は
托
す
る
こ
と
猶
お
浅
き
も
、
後
箭
は
人
を
射
る
こ
と
深

し
。

・
正
銜
天
子
勅
云
云 

 

伝
灯
録
十
七
曹
山
章
で
は「
正
勅
已
行
、諸
候
避
道
」と
な
っ
て
い
る
。

・
前
鏘
托
猶
浅
　
伝
灯
録
は「
前
箭
猶
似
可
」と
す
る
。
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問
う
、
学
人
帰
郷
し
去
ら
ん
と
擬
欲
す
る
時
如
何
ん
。
師
曰
く
、
人
有
っ
て
遍
身
童
爛
し
て
荊
棘
の
中
に
臥
す
、
闍
黎
は
作
麼
生
か
帰
ら
ん
。
対
え
て
曰

い
な

く
、
与
摩
な
ら
ば
則
ち
某
甲
は
却
っ
て
帰
り
去
ら
ざ
ら
ん
。
師
曰
く
、
無
な
り
。
却
っ
て
須
ら
く
帰
郷
し
去
る
べ
し
。
棄
若
し
帰
郷
し
去
る
な
ら
ば
、
我
は

棄
に
休
糧
の
方
を
与
え
ん
。
進
ん
で
曰
く
、
和
尚
の
休
糧
の
法
を
請
う
。
師
曰
く
、
二
時
に
鉢
盂
を
把
っ
て
上
堂
す
る
に
、
一
粒
の
米
を
も
咬
破
す
る
こ
と

莫
れ
。

　
曜
日
頌
す
ら
く
、
遍
身
童
爛
更
に
何
人
ぞ
、
棘
の
森
森
た
る
に
臥
し
て
一
智
眞
な
り
。
為
に
報
ず
棄
は
来
た
り
て
須
ら
く
妙
を
体
す
べ
し
、
時
中
宛
然
と

し
て
新
た
な
ら
ん
と
擬
せ
ず
。

・
更
　
更
是
に
同
じ
。下
に
来
る
疑
問
や
否
定
の
語
気
を
強
め
る
。
い
っ
た
い
。
敦
煌
本
六
祖
壇
経
48
段「
数
年
山
中
、更
修
何
道
。
汝
今
悲
泣
、更
憂
阿
誰
」。

・
時
中
　
一
切
時
中
。

　
石
室
高
沙
弥
、
京
城
に
往
き
て
受
戒
せ
ん
と
し
、
恰
も
朗
州
に
到
り
て
経
過
す
る
次
い
で
、
薬
山
の
路
上
に
近
く
、
忽
ち
一
个
の
老
人
を
見
た
り
。
沙
弥

問
う
、
老
人
万
福
。
老
人
曰
く
、
法
公
万
福
。
沙
弥
問
う
、
前
程
は
如
何
ん
。
老
人
曰
く
、
法
公
何
ぞ
忙
し
き
を
用
い
ん
。
這
裏
に
肉
身
の
菩
薩
の
世
に
出

づ
る
有
り
、
兼
ね
て
是
れ
羅
漢
僧
の
院
主
と
造
る
。
何
ぞ
妨
げ
ん
山
に
上
り
て
礼
拝
す
る
こ
と
を
。

　
沙
弥
は
纔
か
に
个
の
消
息
を
得
る
や
、
便
ち
薬
山
に
到
り
、
衣
服
を
換
え
て
直
に
法
堂
に
上
り
、
和
尚
に
礼
拝
せ
り
。
師
曰
く
、
什
摩
処
よ
り
来
た
る
や
。

対
え
て
曰
く
、
南
嶽
よ
り
来
た
れ
り
。
師
曰
く
、
什
摩
処
に
去
く
や
。
対
え
て
曰
く
、
江
陵
に
受
戒
し
去
る
。
師
曰
く
、
受
戒
し
て
什
摩
を
か
図
る
。
対
え

も

て
曰
く
、
生
死
を
免
れ
ん
と
図
る
。
大
師
曰
く
、
一
人
の
受
戒
せ
ず
し
て
而
も
生
死
を
遠
ざ
か
る
有
り
、
阿
棄
は
還
た
知
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
既
若
し
此

く
の
如
け
れ
ば
、
佛
の
世
に
在
り
て
二
百
五
十
條
の
戒
を
制
せ
し
は
又
た
奚
を
か
為
さ
ん
。
師
曰
く
、
咄
、
這
の
饒
舌
の
沙
弥
、
猶
お
唇
歯
を
掛
著
す
。
師

便
ち
伊
を
し
て
衆
に
参
じ
去
ら
し
め
た
り
。

せ
き
ら
い

　
其
の
沙
弥
の
庫
頭
に
去
き
て
主
事
に
相
看
す
る
次
い
で
、
道
吾
来
た
り
て
和
尚
に
不
審
す
。
和
尚
は
道
吾
に
向
っ
て
曰
く
、
棄
は
適
来
の
跛
脚
の
沙
弥
を
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見
し
や
。
対
え
て
曰
く
、
見
た
り
。
師
曰
く
、
此
の
沙
弥
は
嫡
子
の
気
息
有
り
。
吾
曰
く
、
村
裏
の
男
女
、
什
摩
の
気
息
か
有
ら
ん
。
未
だ
草
草
な
る
こ
と

き
　
く

を
得
ず
、
更
に
須
ら
く
勘
過
し
て
始
め
て
得
ん
。
師
は
侍
者
を
し
て
其
の
沙
弥
を
喚
ば
し
め
た
り
。
沙
弥
便
ち
上
来
す
。
師
曰
く
、
聞
説
な
ら
く
長
安
は
甚

だ
大
い
に
閙
し
、
と
。
汝
は
還
た
知
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
知
ら
ず
。
我
が
国
は
甚
だ
安
清
な
り
。
師
曰
く
、
汝
は
看
経
よ
り
得
た
る
や
、
人
の
請
益
よ
り

得
た
る
や
。
対
え
て
曰
く
、
看
経
よ
り
得
ず
、
亦
た
人
の
請
益
よ
り
得
ず
。
師
曰
く
、
大
い
に
人
有
っ
て
看
経
よ
り
せ
ず
、
亦
た
人
の
請
益
よ
り
せ
ず
。
什

し
　
ん

摩
と
為
て
か
得
ざ
る
。
対
え
て
曰
く
、
他
無
し
と
は
道
わ
ず
、
自
ら
是
れ
肯
え
て
承
当
せ
ざ
る
の
み
。
師
、
道
吾
に
向
っ
て
曰
く
、
信
道
ぜ
ざ
る
や
、
老
僧

は
虚
し
く
発
言
せ
ざ
り
し
こ
と
を
。
便
ち
床
を
下
り
て
背
を
撫
し
て
云
く
、
眞
の
獅
子
兒
。

　
沙
弥
又
た
辞
す
。
師
問
う
、
汝
は
什
摩
処
に
向
か
っ
て
か
去
く
。
対
え
て
曰
く
、
住
庵
し
去
る
。
師
曰
く
、
生
死
は
事
大
な
り
、
汝
は
何
ぞ
受
戒
せ
ざ
る
。

対
え
て
曰
く
、
彼
此
は
是
れ
一
般
の
事
な
り
と
知
る
、
什
摩
を
か
喚
ん
で
受
戒
と
作
さ
ん
。
師
曰
く
、
若
し
与
摩
な
ら
ば
、
我
が
身
辺
に
在
れ
、
時
に
復
た

見
ん
と
要
す
。
此
れ
に
因
り
て
薬
山
よ
り
半
里
を
去
る
地
に
在
っ
て
、
庵
を
卓
て
て
一
生
を
過
せ
り
。
呼
ん
で
石
室
高
沙
弥
と
為
す
。

・
纔
　
～
し
た
と
た
ん
、～
す
る
や
否
や
。

・
猶
掛
著
唇
歯
在
　
在
は
句
末
の
強
辞
。

・
気
息
　
意
気
込
み
。

・
勘
過
　
吟
味
を
加
え
る
。

・
聞
説
　
耳
に
す
る
。説
は
接
尾
語
。

・
信
道
　
信
じ
る
。
道
は
意
味
の
な
い
接
尾
語
。

　
僧
問
う
、
身
命
切
急
の
処
如
何
ん
。
師
曰
く
、
雑
糧
を
種
う
る
こ
と
莫
れ
。
進
ん
で
曰
く
、
何
を
将
っ
て
か
供
養
せ
ん
。
師
曰
く
、
無
口
の
者
。

　
師
垂
語
し
て
曰
く
、
是
れ
棄
諸
人
、
保
任
す
る
こ
と
を
知
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
高
高
山
頂
上
に
向
い
て
立
ち
、
深
深
海
底
に
向
い
て
行
き
、
此
の
処
に
行

い
て
異
な
ら
ざ
れ
ば
、
方
め
て
小
許
嫡
子
の
相
応
の
分
有
ら
ん
。
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人
有
り
拈
じ
て
順
徳
に
問
う
、
古
人
言
う
有
り
、
高
高
山
頂
に
向
い
て
立
ち
、
深
深
海
底
に
向
い
て
行
く
、
と
。
如
何
な
る
か
是
れ
高
高
山
頂
に
立
つ
。
徳

云
く
、
只
だ
峭
峭
な
る
に
処
る
の
み
。
如
何
な
る
か
是
れ
深
深
海
底
に
行
く
。
徳
云
く
、
深
湛
に
履
踐
す
。

　
師
看
経
す
る
次
い
で
、
僧
問
う
、
和
尚
は
尋
常
看
経
す
る
こ
と
を
許
さ
ざ
る
に
、
什
摩
と
為
て
か
却
っ
て
自
ら
看
経
す
る
。
師
曰
く
、
我
は
眼
を
遮
せ
ん

と
要
す
る
の
み
。
進
ん
で
曰
く
、
学
人
も
和
尚
に
学
ん
で
看
経
せ
ん
。
得
た
り
や
。
師
曰
く
、
汝
若
し
我
に
学
ん
で
看
経
せ
ば
、
牛
皮
も
也
た
須
ら
く
穿
過

す
べ
し
。

　
　
師
が
経
を
読
ん
で
い
た
お
り
、
僧
が
問
う
、
和
尚
は
日
ご
ろ
か
ら
、
経
を
読
む
こ
と
を
禁
じ
て
お
ら
れ
る
の
に
、
な
ぜ
御
自
分
が
経
を
お
読
み
に
な
る

の
で
す
。
師
が
云
う
、
わ
し
は
目
の
相
手
を
さ
せ
て
お
る
の
だ
よ
。
進
ん
で
云
う
、
私
も
和
尚
に
な
ら
っ
て
経
を
読
ん
で
よ
い
で
し
ょ
う
か
。
師
が
云
う
、

君
が
も
し
わ
し
に
な
ら
っ
て
経
を
読
ん
だ
ら
、
き
っ
と
牛
の
革
さ
え
穴
が
あ
く
だ
ろ
う
。

・
不
許
□
看
経
　
一
字
不
明
の
字
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
則
に
つ
い
て
は
入
矢
義
高『
空
花
集
』一
五
一
頁
以
下
参
照
。

　
長
慶
拈
じ
て
僧
に
問
う
、
古
人
は
眼
を
遮
せ
り
。
眼
に
何
の
過
有
り
や
。
対
う
る
者
は
一
に
非
ざ
る
も
師
の
旨
に
は
称
わ
ず
。
自
ら
代
っ
て
曰
く
、
一
翳

又
た
作
麼
生
。

・
一
翳
　
金
屑
雖
貴
、落
眼
成
翳
と
い
う
成
句
が
あ
る
。

　
師
は
大
和
八
年
甲
寅
の
歳
十
一
月
六
日
、
衆
に
告
げ
て
曰
く
、
法
堂
倒
る
、
法
堂
倒
る
、
と
。
衆
人
は
測
ら
ず
し
て
遂
に
物
を
把
っ
て
之
を
燭
え
た
り
。
師

は
拍
手
大
笑
し
て
曰
く
、
汝
は
我
が
意
を
会
せ
ず
、
と
。
師
遂
に
寂
を
告
げ
た
り
。
春
秋
八
十
四
、
僧
夏
六
十
五
。
弘
道
大
師
化
城
の
塔
と
勅
諡
す
。
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